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  『俘虜名簿』の問題点
 捕虜の出生地と「本籍地」の関係
 捕虜兵士の生年
 捕虜総数および，本籍地がザクセン王国にある捕虜の人数
第一次大戦の結果として中国・青島要塞守備軍のドイツ将兵，４，７００人以上が捕虜となり，日本の
俘虜収容所に収容された．これらの日本収容青島捕虜のうち，徳島・板東の「ドイツ牧舎」を指導し
たフランツ・クラウスニッツァーと，久留米「収容所楽団」を指揮したオットー・レーマンの生涯に
関して，私は松尾 ２００２（ｃ）（ｄ）と松尾 ２００３（ａ）（ｂ）を発表した．本稿と次稿で私は４人の板東収
容捕虜について，また，青島捕虜の基本資料である『俘虜名簿』，さらに，青島捕虜の本籍地・生
地・生年，本籍地がザクセン王国にある捕虜の人数について，考察する．なお，捕虜に言及する場
合，俘虜番号・所属部隊・本籍地は原則として，また，軍階級・収容所は多くの場合に，省略されて
いる．引用文献は省略形で示し，その完全形は一括して，次稿末尾に掲げた．
本稿と次稿の作成に当たって，さまざまな資料と情報を提供された，多くの個人と機関に対して深
く感謝する．個人では田村一郎氏，瀬戸武彦氏，石坂昭雄氏，柳澤治氏，柳澤遊氏，榎本泰子氏，星
昌幸氏，堤諭吉氏，福島幸宏氏，ディルク・ファン＝デア＝ラーン氏，ミヒャエル・ラウック氏，ハ
ンス＝ヨアヒム・シュミット氏，元捕虜の遺族などである．瀬戸武彦教授は最も多くの資料と情報を
与えられた．ドイツの機関（市役所，村役場，文書館，図書館など）で，私の質問にともかくも回答
してくれたのは，７７であった．その中には，調査したけれども成果がなかった，あるいは，調査不可
能であった，と回答したドイツの機関，および，旧プロイセン王国シュレージエン州に関連して，
ポーランドの３機関が含まれる．ドイツの４０機関からは回答がまったくなかった．これらの機関（図
書館を除く）の名称は当該個所に記されている．とりわけザクセン州立ライプツィヒ文書館，ドレー
スデン市立文書館，リューデンシャイト市立文書館，ドレースデン工業大学文書館，テュービンゲン
大学図書館，バイエルン州立図書館，ヴュルテンベルク州立シュトゥットガルト図書館，シュトゥッ
トガルト対外関係研究所から豊富な情報・資料が寄せられた．さらに，私の資料・情報収集に協力さ
れた下野克已氏，黒川勝利氏，田口雅弘氏，滕鑑氏，國米充之氏，村井浄信氏と岡山大学経済学部資
料室に深謝する．
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  『俘虜名簿』の問題点
俘虜情報局は大正４年１０月に『俘虜名簿』を刊行し，大正６年６月に改訂版を発行した．これが青
島捕虜についての基本資料である．以下では前者を俘虜名簿１９１５と略記し，後者を俘虜名簿１９１７
と略記する．
（Ａ）俘虜名簿１９１７として，防衛研究所図書館所蔵本（以下で研究所本と略記）と外交史料館所蔵本
（史料館本と略記）が知られている．研究所本は追加記載を含まない．史料館本には一部の捕虜につ
いて，刊行以後の死亡，収容所の変更，宣誓解放（エルザス出身者など）などの追加記載（手書き，
押印あるいは線引き）があり，これらはきわめて有用である（１）．しかし，これらの追加記載が常に正
確・完璧であるとは言えない．以下の３事例は，追加記載の正確さ・完璧さを疑わせるものである．
（ ）フリッツ・ペーベルの収容所は久留米から板東に訂正されている（２）．しかし，①ペーベルは板東
移送者についての１９１８年の名簿に記録されていない（３）．②捕虜の解放が近づいた１９年１２月３日に，久
留米高等女学校は捕虜の音楽家を招待した．この交歓音楽会で演奏された曲目は，モーツァルト，
ヴァーグナー，メンデルスゾーンなどの作品であり，さらに，ベートホーフェン（ベートーベン）作
曲交響曲第９番の第２・第３楽章であった．後者は，日本で多くの日本人が，全曲ではないとして
も，「第九」に接した最初の機会であった（４）．残されているプログラムによれば，交歓音楽会に独唱
者ペーベルが出演した（５）．ペーベル姓あるいは類似の姓の捕虜は他にいなかった（６）から，この捕虜は
フリッツ・ペーベルである．③それから２週間余り後，１２月１９－２１日に久留米・恵比寿座で捕虜演芸
会が開かれた．久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの遺品である「レーマン関係資料」
の中に，「久留米劇場参加者名簿」がある．後者は笑劇出演者としてペーベルを記載している（７）．交
歓音楽会と恵比寿座演芸会の後で，解放（主として同年末）直前に，ペーベルだけが久留米から板東
に移送された，とは考えられない．
（）ハリー・フォン・シュトランツの収容所は久留米から習志野に訂正されている（８）．しかし，①習
志野移送者についての１９１８年の名簿はシュトランツを含まない（９）．②久留米収容のストランツ（シュ
トランツ，フォン・ストランツ）は１９年８月，９月，１１月２９日に中国駐在あるいは東京駐在のスイス
外交官あるいはオランダ外交官に宛てて手紙を送った（１０）．ストランツ姓あるいは類似の姓の捕虜は他
にいなかった（１１）から，この捕虜はハリー・フォン・シュトランツである．１９年１２月にシュトランツが
久留米から習志野に移送された，とは考えられない．
（）将校並同相当者の節で，オットー・ギュンター，フリードリヒ・ハック，ヨハネス・ユーバー
シャールなど６人について，「文官」との手書き追記がある．しかし，①同節には，膠州総督府所属
で，軍階級を持たない人が，さらに幾人も記載されている．獣医パウル・ディークマン，財政長カル
ル・クニュッペル，築港部長フリッツ・リーケルト，法務長ゲオルク・ヴェーゲナーなどである．②
俘虜情報局の小冊子，俘虜職業調１９１５は，俘虜中の官公吏を約２００人と述べている（１２）．③俘虜職業調
１９１７でも俘虜の官公吏は約２００人となっている（１３）．④ジーメンス＝シュッケルト電機㈱東京支社長
ハンス・ドレンクハーンが１９１５年に報告したところでは，日本収容捕虜は「公務員その他」８９人（う
ち士官１９人）を含んでいた（１４）．以上から見ると，文官の一部に対してだけ，「文官」の追記が手書き
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されているわけである．
（Ｂ）俘虜名簿１９１５の複写本は久留米市文化財収蔵館に所蔵されている．私見では，これは以下の特
色を持つ．
（ ）同書の６８ページは，戦闘終結から１０ケ月後の１５年９月に青島で収容された国民軍兵士（カルル・
ユッフハイム［ユーハイム］など）を，一括して記載している．俘虜番号４６７４から４７０８までの３５人
である．それに対して，俘虜名簿１９１７はこの３５人を他の捕虜と区別していない．
（）この複写本には，一部の人の「本籍地」の項に，印刷された本籍地地名を抹消することなく，街
路・番地が手書きで追記されている．本籍地に追記された街路・番地は，解放・帰国後の当該人物の
居所を示すものであろう．
（）一部の人には，印刷された本籍地の後に，それと異なる集落名が手書きで併記されている．例え
ば，４ページのエドゥアルト・ヴィル（１５）では天津（印刷）とハンブルク（手書き），７ページのオッ
トー・ベッカー（１６）ではマルヒョウ（印刷）とキール（手書き）である．このように追記された地名
は，解放・帰国後の居住地と考えられる．
（）１４ページのヴァルター・ドゥンケルには「１９６８年没」と追記されている．したがって，複写本の
原本への追記は少なくとも１９６８年まで書き継がれていた． （），（），（）のような具体的事実
を書き込んだのは，解放後の青島捕虜の消息を追跡したドイツ人であろう．
（）久留米複写本には１３ページと３９ページが欠けている．前者には久留米収容のルートヴィヒ・
ディートリヒ（久留米の演劇活動に参加）などが，後者には福岡のハンス・ミリエス（後に習志野で
楽団を指揮），丸亀のパウル・モルトレヒト（後に板東で音楽を指導）などが，記載されていたはず
である．
（Ｃ）俘虜名簿１９１５と俘虜名簿１９１７を比較してみる．
（ ）俘虜名簿１９１５，p．９はMax Blocksbergerを記載している．俘虜番号１８３４，第３海兵大隊第２中
隊，予備二等兵，丸亀収容，本籍地テューリンゲン・Gorndorfである．俘虜名簿１９１７，p．９には，収
容所以外の事項が上記とまったく同じMax Blocksberg（板東収容）が記載されている［ディルク・
ファン＝デア＝ラーン氏教示］．私は，この捕虜の「本籍地」ゴルンドルフ村を合併したザールフェ
ルト市に，問い合わせてみた．しばらく経ってから，同市立文書館から回答が届いた．それによれ
ば，マックス・ブロックスベルガーの出生は確認されない．マックス・ブロッホベルガー（．．
ochb．．）ならば，ゴルンドルフで１８９３年に生まれ，肉屋となり，同地で１９５３年に没した．以上であ
る．ところで，「ブロツフ・ベーアゲーア」なる捕虜が，板東「ドイツ牧舎」の船本宇太郎に食肉加
工技術を伝授した（１７）．船本宇太郎の言う捕虜は，上記のブロッホベルガーに違いない．後に肉屋と
なった彼は，召集前にすでに肉屋の修業をしており，板東で技術を指導できた，と考えられる．これ
は，ドイツ牧舎の酪農に対するフランツ・クラウスニッツァーの指導と同じである．したがって，俘
虜名簿１９１７が記載する，上記の姓は，そして，俘虜名簿１９１５の姓も，誤植であろう．俘虜名簿１９１５
の複写本では，前後は不鮮明であるけれども，．．ochb．．の追加手書き文字が判読できる．
（）俘虜名簿１９１５，p．１７の Franz Fischesser（番号４１４，海兵第１中隊二等兵，久留米収容，本籍地
オーバーエルザス・Ruelisheim）はWilly Fischerの次に置かれている．それに対して，俘虜名簿
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１９１７，p．１７でWilly Fischerの次の捕虜の姓は，Fischer（久留米→習志野収容，宣誓解放）である．そ
の番号，所属，階級，本籍地と名は１５年名簿の Fischesserと同じである．ドイツ語新聞の付録である
Liste １９１４も，Franz Fischesserを久留米収容捕虜として記載している［星昌幸氏教示］．したがっ
て，俘虜名簿１９１７のあの姓は誤植である．
（Ｄ）俘虜名簿の「本籍地」の綴りには誤植がきわめて多い．例えば，俘虜名簿１９１７で P. Böhm
（p．９）の Freiburg（ザクセン）は Freibergの，Gottfried Fischer（p．１７）の Burkersdorf b. Burgstedtは
b. Burgstädtの，F. Goppelt（p．２０）のWeisenburgはWeißenburgの，Ernst Müller（p．４１．番号６０７）の
Holtzenhausenは Holzhausenの，W. Othmer（p．３）の Utwerden / Aarichは Uthwerdum / Aurichの，R. Patitz
（p．４４）の Trelosenは Trebsenの，E. Quaas（p．４７）の Lamberzwald−Grosenheimは Lampertswalde b.
Großenhainの，L. Saxer（p．３）の Carlsburgは Carlburgの，R. Steude（p．５８）の Rosweinは Roßwein
の，S. Stognief（p．５８）の Schaddeln は Schaddel の，K. Vetter（p．６１）の Königsstein は Königstein
の，F. Wagemann（p．６２）の Carsturfは Carsdorfの，O. Winkler（p．６５）の Löbdanは Löbtauの，W. Zöffel
（p．６７）の Crimmitschouは Crimmitschauの誤植であろう．これらのうち，士官であったW. Othmer
と L. Saxerの本籍地綴り字は，誤植としか考えられない．他の捕虜の多くは士官ほど高い学歴を持た
なかったであろう．その場合に本人が誤記しなかった，とは断言できない．しかし，少なくとも，u
と e，loと b，mと n，lと ln，danと tau，などを，本人が書き間違うことはなかったであろう．
（Ｅ）俘虜名簿１９１５と俘虜名簿１９１７の記載内容は，私見によれば次の問題点を持つ．
（ ）俘虜名簿の「本籍地」は日本語文献でしばしば出身地と記される．本籍地と出生地との関係につ
いては，本稿次節を参照されたい．
（）現役軍人として記載されている捕虜の中に，予備・後備役軍人が含まれるかもしれない．逆もあ
りうるであろう．
①フリードリヒ・タイレ（番号７７３）は俘虜名簿１９１５，p．５８で予備一等兵とされ，俘虜名簿１９１７，p．６０
では一等兵とされている．
②ドイツが臨戦体制に入ると，膠州総督は１４年８月にアジア各地在住のドイツ市民を青島に召集し
た．急遽召集された人々の中に，中国・上海居留地工部局管弦楽団の５人の音楽家がいた．同楽団指
揮者の１９１４年度報告は次のように述べている．「当年後半に楽団の構成が大きく変化した．戦争のた
めに数人の団員音楽家が減少した．そのうち４人は日本に収容されており，１人は青島で殺害され
た（１８）」．これらの音楽家に関して次の事実が知られている．第１に，上海工部局年報の１２年と１６年の
団員名簿を比較すると，青島で戦死した団員は，B．クレーバー（１２年入団）である（１９）．彼は俘虜名
簿に，ドイツ軍埋葬の予備二等兵ベルトルト・K．クラッヒャー（あるいはクレーバー）として記録
されている（２０）．他の４人（２１）のうち，ハンス・ミリエス（１０年入団）は後備・軍楽下士官であり，福岡
に収容され，後に習志野に移送された．ヨハネス・プレーフェナー（０６年入団）は後備二等兵であ
り，大阪，後に似島に収容された．それに対して，マックス・ガーライス（０８年入団）とパウル・エ
ンゲル（１２年入団）はともに二等兵で，前者は松山と板東に，後者は丸亀と板東に収容された．５人
中の１人は予備兵，２人は後備兵・後備下士官，２人は現役兵とされている．第２に，俘虜職業調を
見ると，（ａ）現役下士卒本業としての音楽家は１５年に合計１１人いた（音楽師と表現されている）．収
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容所別では久留米５人，福岡２人，東京・名古屋・徳島・熊本各１人であった．（ａ）の音楽家は１７年
にも同数，１１人おり，収容所別では久留米６人，名古屋・板東各２人，習志野１人であった．（ｂ）現
役下士卒特業としての軍楽手は１５年に，喇叭手と鼓手を含めて，合計２４人いた．収容所別では久留米
８人，丸亀５人，大阪４人，静岡２人，名古屋・徳島・大分・福岡・熊本各１人であった．（ｂ）の軍
楽手は１７年には２１人とされ，収容所別では板東６人，似島５人，名古屋・久留米各３人，静岡・大分
各２人であった．それに対して，（ｃ）現役軍人以外の音楽家は１５年に７人いた．収容所別では松山３
人，静岡・大阪・丸亀・福岡各１人であった．（ｃ）の音楽家は１７年にも同数，７人おり，収容所別で
は板東３人，習志野・静岡・青野原・似島各１人であった．また，（ｃ）の音楽家の旧職業地は１５年調
査で青島１人，中国南部４人，中国・日本以外２人であり，１７年調査では中国南部５人，中国・日本
以外２人であった（２２）．俘虜名簿の記載と俘虜職業調のそれとをつき合わせてみる．１５年調査の福岡
に，そして，１７年調査の習志野に１人だけ挙げられた，（ｃ）の音楽家，すなわち，現役軍人以外の音
楽家がミリエスであり，１５年の大阪と１７年の似島のそれがプレーフェナーであることは，確実であ
る．ところで，久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの履歴書によれば，第一次大戦勃発
とともに青島の第３海兵大隊軍楽隊は解散した（２３）．俘虜名簿で現役兵士とされたガーライスは，１５年
に松山に収容されていたけれども，１５年の職業調で松山に（ｂ）の軍楽手はいなかったから，ガーライ
スは現役軍楽手に含まれていないはずである．名簿で現役兵士とされた，丸亀のエンゲルもそうであ
ろう．また，１５年の職業調では松山と丸亀に（ａ）の音楽家（現役軍人・本業）はいなかった．した
がって，ガーライスとエンゲルは（ａ）の音楽家に含まれていない，と考えられる．１５年の（ａ）の音楽
家，１１人にエンゲルとガーライスが入っていないとすれば，彼らは１７年の（ａ）の音楽家（１５年と同数
の１１人）からも除かれていたであろう．捕虜となった，上海の楽団員全員，つまり４人を，職業調に
おける予備・後備役の音楽家と想定してみる．中国南部で活動していた，（ｃ）の音楽家の数は，２回
の統計で４人ないし５人であったので，あの想定は誤りではないであろう．このことから，１５年調査
で（ｃ）の音楽家として挙げられた，丸亀の１人はエンゲルであり，松山の３人の１人がガーライスで
ある，と推定される．そして，１７年調査における板東の（ｃ）の音楽家，３人はエンゲルとガーライス
を含むであろう．第３に，エンゲルを「予備兵」，「後備」海軍歩兵卒あるいは「後備」海兵隊員と表
現する資料もある（２４）．
（注１）史料館本に基づく修正作業の一結果として，本稿第４節（Ｃ）を参照されたい．
（注２）俘虜名簿１９１７，p．４６．
（注３）収容換俘虜１９１８を参照．
（注４）横田 ２００２，p．１２２；久留米収容所２００３，pp．４１，８３．
（注５）久留米収容所１９９９，p．７６；横田 ２００２，p．１２２；久留米収容所２００３，p．８３．
（注６）俘虜名簿１９１７，pp．３，４４，４６を参照．
（注７）松尾 ２００３（ｂ），p．９３．
（注８）俘虜名簿１９１７，p．４．
（注９）収容換俘虜 １９１８を参照．
（注１０）久留米収容所 １９９９，pp．３７－３９を参照．
（注１１）俘虜名簿１９１７，pp．４，５９を参照．
（注１２）俘虜職業調１９１５，序言．この小冊子には調査年月が印刷されていない．しかし，その統計表の欄外に「四，
１７第一次大戦期の青島ドイツ兵捕虜に関するいくつかの問題
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一，一０現在調」とあるから，１５年調査と判断されうる．
（注１３）俘虜職業調 １９１７，p．１．
（注１４）冨田 １９８１，p．２９．
（注１５）ハヴァナで生まれたヴィルの国籍は，都市国家ハンブルクであった．本稿第２節（Ａ）②（６）を参照．
（注１６）マルヒョウで生まれ，後にキール大学教授となったベッカーについて，本稿第２節（Ａ）①（１）を参照．瀬戸武彦
教授から伝えられた，ハンス＝ヨアヒム・シュミット氏の情報によれば，ベッカーは（ａ）１４年に岡山総合大学から青
島に召集された．（ｂ）９５年に没した．ただし，（ａ）の総合大学は誤りで，第六高等学校（岡山）である．
（注１７）船本 １９６８，p．３．さらに，本稿第２節（Ｄ）①（２）を参照．なお，林 １９９３，p．１４７はソーセージ製造の指導者
をヘーアゲーアと記している． 日本における青島捕虜の事績を問題とする場合，カタカナ表記で伝承されている
姓名が，俘虜名簿の原綴と照合・確認されねばならない．周辺住民に対して技術を指導した板東収容捕虜を見てみ
る．網羅的な大作，瀬戸 ２００１；瀬戸 ２００３によれば，畜産の「クラウスニツアー」，「クラウスニッツェル」あるい
は「クラウスニッチェル」は［フランツ・］クラウスニッツァー，農産加工の［ラインホルト・］エックハルトと
［オットー・］ゲーベル，製菓の［ハインリヒ・］ガーベル，家畜屠殺の［オットー・］ハンナスキー（ハナス
キー），園芸のハインリヒ・シュミット，煙草栽培の［ハンス・］チッテル，洋酒醸造のヨーゼフ・ウェーバーは，
俘虜名簿の中に容易に発見されうる（名を［ ］に追加）．染色指導の「オスカー・フランス」はオスカル・フラン
ツに，植物採集の「マクス・ヒーブナー」はマックス・ヒュープナーに，標本作製の「パウル・クラトケ」と「カン
ペ」はパウル・クラウトケと［アードルフ・］クランペに，「農畜産学士」の「ク・ノル」は［エルンスト・］クノ
ルに，洋酒醸造の「フリック・ローデル」はフリッツ・ローデに照応する．また，植物標本を作製し，「ペルター
ム・グリム」あるいは「クレーグ」と記された捕虜は，ベルトラム・クルークである．徳島と板東で建物を設計した
技師「シュライダー」あるいは「シュレーダー」は，［ヴァルター・］シュライバー（徳島→板東収容）であろう．
食肉加工の「ブロツフ・ベーアゲーア」については，本文で言及した．「ドイツ牧舎」の富田久三郎，松本清一など
との集合写真で，クラウスニッツァー以外に姓が知られている唯一のドイツ人，「ストレー」は［オットー・］シュ
トレと考えられる．それに対して，以下の板東収容捕虜の原綴は私には不明である．家畜屠殺の「ブオン・タラー
ン」，「カール・ビュクネル」，「ハンス・アウグスト」と「ビードレ」，製菓の「オイゲン・バウム」，養鶏の「ヘルベ
ルト・プレーゲル」，植物採集の「エム・ストラム」．
（注１８）上海工部局年報 １９１４，p．１２４B［根本泰子助教授教示］．
（注１９）５人全員は各人の入団時期とともに上海工部局年報 １９１２，p．１７０Bに記載されている．しかし，同年報
１９１６，pp．１７０A－１７１Aには，B．クレーバーが記されておらず，他の４人は括弧付きで掲載されている．
（注２０）俘虜名簿１９１５，p．７１；俘虜名簿１９１７，p．７１．
（注２１）俘虜名簿１９１５，pp．１５，１９，４５（ミリエス記載のページを欠く）；俘虜名簿１９１７，pp．１５，１９，４０，４６．さら
に，瀬戸 ２００１，pp．７３，７８，１０５－１０６，１１３；習志野収容所 ２００１，pp．６０－６１；榎本 ２００３，pp．９５－９６，１０４－
１０５，１１０－１１６，１１８－１２０；松 尾 ２００３（ａ），pp．５９－６１，６５，６７；瀬 戸 ２００３，pp．５３－５４，５８－５９，９８，１０７；松
尾 ２００４（ｂ），第３節を参照． 俘虜解放願出１９１４に綴じ込まれた，上海居留地工部局から上海駐在日本総領事
への１９１４年１２月１４日付け工部局管弦楽団団員解放要請書簡は，楽団員４人の姓を（プレーフェナーはプローフェナー
と）記している．なお，この一件文書によれば，上記要請に対して外務大臣は，「音楽隊次長Millies及……音楽隊員
三名」の解放を拒否し，同年同月２６日付けで陸軍大臣と在上海総領事にそれを通知した．陸軍大臣宛て文書につい
て，『欧受大日記 大正４年１月下』，第８７（防衛研究所図書館［陸軍省 欧受大日記 T４－２／２９］．さらに，アジア
歴史資料センター www.jacar.go.jp/cgi−bin/bibdata.cgi?refcode=C０３０２４４３１３００．星昌幸氏教示）を参照． 板東収容
所の故国住所録 １９１９に，多くの捕虜は所属部隊を記入している．その欄にガーライスは「上海市立楽団」と記して
いる（S．１４）．これは工部局管弦楽団のことである．ただし，この故国住所録にはエンゲルの項がない．
（注２２）俘虜職業調 １９１５，pp．１，５，９－１０；俘虜職業調 １９１７，pp．５，１１，１５，１９．
（注２３）松尾 ２００２（ｄ），p．１１７；松尾 ２００３（ａ），p．５３．青島第３海兵大隊軍楽隊の隊長と隊員の相当部分は１６年夏に
日本には収容されておらず，米国で活発に演奏していた．松尾 ２００３（ｂ），pp．９０－９１． 俘虜解放願出 １９１４に
綴じ込まれた，上海工部局の上記楽団団員解放要請書簡は，注目すべき以下の文章を含む．私が告知されたところで
は，連合国が青島の包囲を決定したとき，ドイツ軍楽隊の隊員たちは天津への出発を許可された．
（注２４）松尾 ２００４（ｂ），第３節，（Ⅰ）（Ａ）（ ）を参照．
１８ 松 尾 展 成
－１８－
  捕虜の出生地と「本籍地」の関係
俘虜名簿は青島捕虜の各人について，姓名，俘虜番号，階級，所属部隊，収容所とともに，「本籍
地」を記している．その場合，本籍地のドイツ語は「ハイマートの場所」とされている．
「ハイマートの場所」に関連して，私はミヒャエル・ラウック博士から Lutz（電子版）を与えら
れた．ザクセン州立ライプツィヒ文書館も当時の法的状況を教えてくれた．それらによると，ドイツ
では社会政策の一環として「ハイマートの権利」が規定されていた．出生，婚姻，長期滞在によっ
て，ある自治体で「ハイマートの権利」を獲得した人だけが，社会福祉上の救助をその自治体に請求
できた．しかし，法律は「ハイマートの場所」を規定していなかった．ドイツ帝国で生まれた人，６０
百万人のうち，１９０７年には４８％が出生地以外に居住していた．
以上が，「ハイマート」に関連する，ドイツの法的状況であった．したがって，大部分の青島捕虜
は日本の本籍地の概念を知らなかったはずである．彼らは，日本軍当局から「ハイマートの場所」の
申告を求められたとき，出生地か，あるいは，出生地と異なる召集前居住地かを回答した可能性が高
い（１）．出生地が召集直前の本人居住地であり，同時に現在の家族居住地である場合も，少なくないで
あろう．また，出生地と異なる召集前居住地は，しばしば現在の家族居住地であろう．
ドイツ人の出生地は，ある程度は検証可能であるから，私は青島捕虜の出生地を調査してみた．本
節は，出生地と本籍地の関係についての調査結果である．成果が得られなかった人についても，私の
調査方法が示されている．捕虜の姓名の後の［ ］は，史料館本俘虜名簿の階級，本籍地，収容所と
記載ページ数を示す．俘虜名簿１９１５を引用した場合には，その旨を付記した．［ ］の後の（ ）は
私の調査結果としての生地と生年である．同姓同名の捕虜がいる場合に限って，［ ］の最初に俘虜
番号を記した．兵科による区別は省略し，階級は士官，下士官，一等兵，二等兵に簡略化した．その
区分に際してドイツ海軍官階表を基準とした．佐官・尉官はすべて士官とした．官階表の「剣緒アル
下士官」（「海軍歩兵隊」の階級で曹長と曹長補，「海軍砲兵隊」の掌砲兵曹長，上等掌砲兵曹，曹長
と曹長補，「水兵団」の兵曹長と上等兵曹，など）と，「剣緒ナキ下士官」（海軍歩兵隊で軍曹と伍
長，海軍砲兵隊の砲兵軍曹長と砲兵伍長，水兵団の一等兵曹と二等兵曹，など）とは下士官に一括し
た．一等兵は官階表の「一等卒」（海軍歩兵隊の上等兵，海軍砲兵隊の一等砲兵，水兵団の一等水
兵，など）を指す．また，二等兵は同表の「二等卒」（海軍歩兵隊の「卒」，海軍砲兵隊の二等砲兵，
水兵団の二等水兵，など）を指す．官階表に見出されない階級のうち，Seesoldat, Kanonierと Signalgast
はハンス＝ヨアヒム・シュミット氏の教示に従って二等兵とした．官階表から私が類推した場合も少
なくない．
出生地を高い程度に検証できる社会層は，博士，貴族，士官である．それらは以下の（Ａ），（Ｂ），
（Ｃ）にまとめた．その他の社会層は（Ｄ）に集めた．（Ａ）博士において，［ ］の後の〈 〉は，学位
論文を提出した大学と年を表す．生地・生年は，ドイツ語図書総目録 GV（１），GV（２）に記載され
た，刊行学位論文の履歴による．一部の情報はテュービンゲン大学図書館，ベルリーン・フンボルト
大学図書館，ライプツィヒ大学文書館，瀬戸武彦教授，ディルク・ファン＝デア＝ラーン氏から得ら
れた．（Ｂ）貴族の生地・生年に関して，（ａ）（ｂ）……は，生没年から見て，該当する可能性のある人
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物を示す．貴族系譜書，いわゆるゴータ，などの検索は主としてヴュルテンベルク州立シュトゥット
ガルト図書館に，一部はバイエルン州立図書館に依頼した．（Ｃ）士官について，特記しない場合は，
上記シュトゥットガルト図書館検索の海兵隊名簿１９３０による．（Ｄ）その他の社会層の関係事項は主
として先行業績に依拠した．さらに，「本籍地」とされている村の役場や都市の戸籍部，文書館など
に照会した場合も，少なくない．数人については元捕虜の遺族に直接問い合わせた．なお，本節は松
尾 ２００２（ｄ），第７節への大幅な修正・加筆である．ただし，私はハンス＝ヨアヒム・シュミット氏
作成の捕虜名簿を読むことができない．本稿の内容の一部（例えば，オットー・ベッカーの没年）
は，瀬戸武彦教授によれば，シュミット氏の捕虜名簿に掲載されている由である．
（Ａ）博士
①生地が本籍地と同じ場合
（１）Becker, Otto［予備下士官，Malchow，久留米，p．７］〈Berlin １９０９〉（１８８５年Malchow / Mecklenburg生まれ．GV
（１），Bd．１０，S．２０７．俘虜名簿１９１５，p．７に「博士・教授」，「キール」の追記がある．テュービンゲン大学図書館に
よれば，ベッカーは１９１２年に日本，Hochschule Okayama講師，３１年にキール大学歴史学教授となった．六高 １９８０，p．２６
では，彼は１２－１４年に第六高等学校（岡山大学の前身校）の外国人教師であった．日本居住許可俘虜 １９２０は彼を「一
般送還船出発前予メ日本ニテ解放者」としている．９５年に没した．瀬戸 ２００３，p．３８；本稿第１節（注１６）を参照）
（２）Berliner, Siegfried［下士官，Hannover，板東，p．８］（１８８４年 Hannover生まれ．GV（１），Bd．１３，S．２９４．東大・経済
学・講師・博士．林 １９９３，p．１１６．ナチスから逃れ，１９６１年に米国フォレストグロウヴで没した．松尾 １９９８（ａ），
p．１４３［博士］；瀬戸 ２００１，pp．６４－６５［博士］；松尾 ２００２（ｂ），p．４６；瀬戸 ２００３，p．３９［博士］．日本居住許可
俘虜 １９２０の「日本内地契約成立者」）
（３）Dieckmann, Paul［士官級・獣医・博士，Rostock，大分→習志野，p．１］〈Bern １９０４〉（GV（１），Bd．２８，S．４２４に生
地・生年不記載．テュービンゲン大学図書館によれば，Rostock生まれ，生年不明）
（４）Knüppel, Carl［士官級・経理監督・博士，Stettin，習志野，p．２］〈Tübingen １９０５〉（１８７５年 Stettin生まれ．GV
（１），Bd．７７，S．１７３）
（５）Lepsius, Ernst［予備下士官，Darmstadt，久留米，p．３６］〈Heidelberg １９１２〉（１８８８年 Darmstadt生まれ．GV（２），
Bd．７９，S．３２４．俘虜名簿１９１５，p．３５に「博士」の追記あり）
（６）Lütgens, Alfred［予備士官，Hamburg，福岡→習志野，p．２］〈Leipzig １９０９〉（１８８１年 Hamburg生まれ．GV（１），
Bd．９１，S．１９７．瀬戸 ２００１，p．１０２に博士）
（７）Mohr, Friedrich W（ilhelm）［予備士官，Engers / Rhein，久留米，p．３］〈Marburg １９１３〉（１８８１年 Engers / Rhein生ま
れ．GV（２），Bd．９０，S．２２９．瀬戸 ２００１，p．１０６に博士）
（８）Othmer, Wilhelm［士 官，Utwerden / Aarich，似 島，p．３］〈Berlin １９０４〉（１８８２年 Uthwerdum / Aurich生 ま れ．GV
（１），Bd．１０５，S．３７８．瀬戸 ２００１，p．１１０；瀬戸 ２００３，p．３９に博士．俘虜名簿の本籍地の綴りは誤植）
（９）Rappenecker, Karl［予備下士官，Freiburg / B.，名古屋，p．４７］〈Feiburg / B. １９０９〉（１８８６年 Freiburg / B. 生まれ．GV
（１），Bd．１１３，S．１５０．瀬戸 ２００３，p．１０８に博士）
（１０）Rumpf, Fritz［３０８２，予備士官，Hanau，板東，p．３］〈Tübingen大学法学部 １９１２〉（１８８４年 Hanau生まれ．GV（２），
Bd．１１０，S．２９９．瀬戸 ２００１，p．１１６に博士）
２０ 松 尾 展 成
－２０－
（１１）Solger, Friedrich［予備士官，Berlin，板東，p．４］〈Berlin １９０２〉（１８７７年 Berlin生まれ．GV（１），Bd．１３６，S．５８；松
尾 ２００２（ｄ），p．１２５． 才神 １９６９，p．１４８；林 １９９３，p．１１６；瀬戸 ２００１，p．１２３；板東収容所研究 ２００３，pp．
２６，４５は，ゾルガーが博士あるいは教授であり，ライプツィヒ大学で学んだ，と記している．しかし，ライプツィヒ大
学文書館によれば，彼が同大学で受講した，との記録はない．松尾 ２００２（ｄ），p．１２５）
（１２）Vogt, Karl［予備士官，Nienburg，久留米，p．４］〈Rostock大学法学部 １９０３〉（１８７８年に Nienburg / Anhaltで生まれ，
少年時代を Bernburgで過ごした．法律家として横浜で活動中に青島に召集された．解放後も東京で活躍し，１９６０年に
東京で没した．フォークトの自伝に基づく，ディルク・ファン＝デア＝ラーン氏の教示．瀬戸 ２００１，p．１３１；瀬戸
２００３，p．１２９に博士．さらに，久留米収容所 ２００３，p．１５３；松尾 ２００３（ａ），pp．４７，６８－６９を参照．ただし，学位論
文では Bernburg / Anhalt生まれ，生年不記載．GV（１），Bd．１５１，S．５７４．日本居住許可俘虜 １９２０の「一般送還船出発
前予メ日本ニテ解放者」）
②生地が本籍地と異なる場合
（１）Bohner, Hermann［二等兵，Mannheim，板東，p．９］〈Erlangen １９１４〉（１８８４年 Abokobi / Afrika生まれ．GV（２），
Bd．１６，S．３９３．俘虜名簿１９１５，p．９に「博士」の追記あり．解放後は大阪外国語大学などで長く教え，１９６３年に没し
た．林 １９９３，p．１１６；瀬戸 １９９９，p．１１９；瀬戸 ２００１，pp．６６－６７）
（２）Hack, Friedrich（Wilhelm）［士官級・文官・博士，Freiburg / B.，久留米→習志野，p．２］〈Bonn １９１０〉（１８８５年 Cöln
生まれ．GV（１），Bd．５３，S．１２５．後に日本海軍と密接な関係を持ち，１９４９年にスイスで没した．習志野収容所
２００１，pp．１２０－１２７；松尾 ２００３（ａ），p．６２．なお，瀬戸 ２００１，p．８２では予備中尉．日本居住許可俘虜 １９２０の「特
別事情ヲ有シ日本内地ニ居住希望者」）
（３）Ueberschaar, Johannes［士官級・通訳，Bochum / Westfalen，習志野，p．４］〈１９１３ Leipzig〉（１８８５年Meißen生まれ．
GV（２），Bd．１３５，S．４１．帰国して，ライプツィヒ大学日本学研究所初代所長となる．ナチスを避けて来日し，甲南大
学教授．１９６５年に神戸で没．松尾 １９９８（ａ），pp．１４７－１４８［博士］；瀬戸 ２００１，p．１２９［予備中尉・博士］；松尾
２００２（ｂ），p．４６；松尾 ２００３（ａ），p．６８．日本居住許可俘虜 １９２０の「日本内地契約成立者」）
（４）Weegmann, Oskar C［arl］von［予備士官，München，習志野，p．４］〈München １９０９〉（１８７９年 Cöln生まれ．GV
（１），Bd．１５４，S．３７７．解放後は日本医科大学などで長く教え，１９６０年に東京で没した．武内 １９９５，p．４１［Carl von
Weegemann］；瀬戸 ２００１，p．１３４［博士］；習志野収容所 ２００１，pp．１１２－１１３．本節（Ｂ）②（１３）を参照．日本居住
許可俘虜 １９２０の「特別事情ヲ有シ日本内地ニ居住希望者」）
（５）Weinholz, Fritz［一等兵・博士，Hankau［漢口］／China，板東，p．６３］〈Straßburg １９１１〉（１８８７年 Frankfurt / O．生ま
れ．GV（２），Bd．１４２，S．３８５．瀬戸 ２００１，p．１３４；瀬戸 ２００３，p．１３２に博士）
（６）Will, Eduard［予備士官，Tientsin［天津］，久留米，p．４］〈Heidelberg大学法学部 １９０６〉（１８８３年 Havana生まれ．国
籍は Hamburg. GV（１），Bd．１５７，S．１；松尾 ２００３（ａ），p．７０．俘虜名簿１９１５，p．４に「博士」，「Hamburg．．」の追記
あり）
③博士論文がドイツ語図書総目録に記載されていない，あるいは，同目録によって本人確認ができない場合
（１）Engelhorn, Friedrich［後備下士官，Mannheim，名古屋，p．１５］（瀬戸 ２００３，p．５４で博士）
（２）Pfeiffer, Heinrich Moritz［士官級・獣医，Bitburg / Trier，久留米，p．３］（瀬戸 ２００１，p．１１１で博士）
２１第一次大戦期の青島ドイツ兵捕虜に関するいくつかの問題
－２１－
（３）Spann, Alexander（瀬戸 ２００１，p．１２４；瀬戸 ２００３，p．１２１で博士．本節（Ｄ）②（１１）を参照）
（４）Stein, Wilhelm［二等兵，Neukirchen / Saar，久留米→習志野，p．５８］（俘虜名簿１９１５，p．５６に「博士」の追記あり．
瀬戸 ２００１，p．１２５；瀬戸 ２００３，p．１２２を参照）
（５）Tiefensee, Franz［二等兵，Gross−Ottenhagen，板東，p．６０］（瀬戸 ２００１，p．１２８；瀬戸 ２００３，p．１２６で博士）
（６）Vetter, Friedrich［士官，Landau / Rheinpfalz，習志野，p．４］（瀬戸 ２００３，p．１２８で博士）
（Ｂ）貴族
①生地が本籍地と同じ場合
（１）Kessinger, Friedrich（Wolfgang Curt）von［士官，Dresden，名古屋，p．２］（１８６６年 Dresden生まれ．Briefadel, Jg．５，
１９１１，S．５０２）
（２）Koch, Erwin von（Erwin Victor Koch）［下士官，Hamburg，板東，p．３２］（１８８３年 Hamburg生まれ．Briefadel, Jg．２３，
１９３１，S．３７２．瀬戸 ２００３，p．８１によれば１９４５年没．日本居住許可俘虜 １９２０の「日本内地契約成立者」）
（３）Martin, Hans（Hermann）von［士官，Rothenburg / Lausitz，似島，p．３］（１８８５年 Rothenburg / Lausitz生まれ．Briefadel,
Jg．３２，１９４０，S．３９３．瀬戸 ２００３，pp．９４－９５によれば１９７３年没）
（４）Praschma, Cains（Cajus Maria Albrecht Michael Franz）Graf［退役士官，Falkenberg，久留米→習志野，p．３］（１８７４年
Falkenberg生まれ．Graf, Jg．１１５，１９４２，S．４１３．瀬戸 ２００３，pp．１０５－１０６によれば１９４８年没）
（５）Saldern, Siegfried（Otto Edmund Heinrich）von［士官，Dessau，福岡（死亡），p．３（階級，本籍地，収容所は俘虜名簿
１９１５）］（１８８１年 Dessau生まれ．Uradel, Jg．３２，１９３３，S．４８７）
（６）Schlick，（Albert Heinrich）Friedrich（Franz）von［士官，Wandsbeck / Altona，名古屋，p．３］（１８８１年 Hamburg−Wandsbek
生まれ．Briefadel, Jg．３１，１９３９，S．５３２．瀬戸 ２００３，p．１１５を参照）
（７）Strantz, Harry（Leopold Erdmann Hermann）von［士官，Görlitz，久留米→習志野，p．４］（１８７２年 Görlitz生まれ．
Uradel, Jg．２５，１９２４，S．６６４．ただし，俘虜名簿に記された，習志野への移送は誤り．松尾 ２００３（ｂ），pp．９６－９７；本
稿第１節（Ａ）（ ））
（８）Wilucki, Günther（Adolf Theodor）von［士官，Dresden，習志野，p．４］（１８８３年 Dresden生まれ．Briefadel, Jg．１１，
１９１７，S．９５３）
②生地が本籍地と異なる場合
（１）Bernhardi, Friedrich（Julius Adam）von［士官，Hirschberg，福岡→習志野，p．１］（１８４９年 St. Petersburg生まれ，１９３０
年 Gunnersdorf / Riesengebirgeで没．南米チリで１９２５年に結婚したのは，彼の義子 Friedrich Ludwig Otto Richard von
Bernhardi（１８８６－１９３０）である．Briefadel, Jg．２４，１９３２，S．１９－２０．瀬戸 ２００３，p．４０を参照）
（２）Bobers, Wilhelm W.（Werner Otto August Emil）von［予備士官，Oldenstadt，久留米，p．１］（１８８６年 London生まれ．
Briefadel, Jg．３３，１９４１，S．４９．松尾 ２００３（ａ），p．５８）
（３）Bodecker, Karl（Friedrich Georg）von［士官，Kiel，似島，p．１］（１８７５年 Friedenthal / Ostpreußen生まれ．Briefadel,
Jg．１，１９０７，S．６５．瀬戸 ２００３，p．４２によれば１９５７年没）
（４）Borcke, Otto（Ferdinand Karl）von［士官，Weissenthurm，久留米，p．１］（１８８３年Mewe生まれ．Uradel, Jg．１２，
１９１１，S．９５．日本居住許可俘虜 １９２０の「一般送還船出発前予メ日本ニテ解放者」）
２２ 松 尾 展 成
－２２－
（５）Hertling, Georg Freiherr von［士官，Würzburg，久留米，p．２］（１８８８年にクロアティアの Lipikあるいは Lippicで生ま
れ，退役大尉として１９５７年にブラウンシュヴァイクで没した．Freiherr, Jg．８９，１９３９，S．２０９；hertling（電子版）；松
尾 ２００３（ａ），p．６３．さらに，瀬戸 ２００３，p．７１を参照．なお，海兵隊少尉のヘルトリンク男爵は Ehrenrangliste
１９３０，S．１０７５によれば１８８８年生まれであるので，久留米のヘルトリンクは，上記の男爵である．上記ゴータ，１９３９年
版の同じページに記載されたゲオルク・M. J. K.フォン・ヘルトリンク男爵は，１８８３年生まれであるから，海兵隊少尉
ではない）
（６）Hofenfels, Hermann（Maximilian Oskar Moritz）Freiherr von［士官，Baden−Baden，久留米，p．２］（１８８３年 Dürckheim /
Haardt生まれ．Freiherr, Jg．８９，１９３９，S．２２２）
（７）Kayser, Georg（Karl Edwin Robert August）von［士官，Darmstadt，福岡→習志野，p．２］（１８７０年 Neiße生まれ．
Briefadel, Jg．２，１９０８，S．５５５）
（８）Mauchenheim, W. Freiherr von, v. Bechtolsheim gen.,（Wilhelm Alfred Maria von Mauchenheim gen. Bechtolsheim）［士官，
Hohenturm / Bad Töltz，福岡，p．３］（１８８１年 Hohenberg生まれ．Freiherr, Jg．９２，１９４２，S．３２２．さらに，瀬戸 ２００３，p．３８
［Bechtolsheim，福岡→習志野］を参照）
（９）Schönberg, Rudolf von［士官，Purschenstein，大分→習志野，p．３］
（ａ）Hans Rudolf（１８８０年 Stuttgart生まれ）
（ｂ）Horst Rudolf（１８８１年 Stuttgart生まれ）
（ｃ）Kaspar Rudolf（１８８４年 Stuttgart生まれ．以上：Uradel, Jg．４０，１９４１，S．４９１．さらに，瀬戸 ２００３，p．１１７を参
照． 俘虜名簿で本籍地とされているプルシェンシュタインは，ザクセンの旧貴族フォン・シェーンベルク家が
何世紀も支配・所有してきた城館の所在地である．Schlesinger １９６５，S．２９０）
（１０）Seebach, Thilo（Bernhard Oskar Stephan）von［士官，Wiesbaden，習志野，p．４］（１８９０年 Leipzig生まれ．Uradel,
Jg．３９，１９４０，S．５９４）
（１１）Tucher, Christof（Christoph Karl Lorenz）Freiherr von［一等兵，München，久留米→習志野，p．６１］（１８９２年 Feldmühl
生まれ．Freiherr, Jg．９０，１９４０，S．６４３．なお，１８７５年 Nördlingen生まれのクリストフ・A. H.フォン・トゥーハー男爵
（Freiherrr, Jg．９０，１９４０，S．６４２）は，１９１４年の一等兵としては年齢が高すぎるであろう）
（１２）Wedel, Hasso（Karl Magnus Wilhelm Heinrich）von［士官，Wilhelmshaven，大分→習志野，p．４］（なお，１８９２年 Berlin
生まれのハッソ・K. M. W. H.フォン・ヴェーデル（Uradel, Jg．４１，１９４２，S．５６７）は，１９１４年の少佐としては年齢が低
すぎるであろう）
（ａ）Hasso Sebastian Georg（１８５９年 Berlin生まれ）
（ｂ）Hasso Hans Joachim Heinrich（１８６３年 Neurode生まれ）
（ｃ）Hasso Otto（１８６３年 Sarranzig生まれ）
（ｄ）Hasso Lupold Lewin（１８７７年 Ganten生まれ．以上：Uradel, Jg．４１，１９４２，S．５６７，５７８，５８２，５９８）
（１３）Weegmann, Oskar C（arl）von［予備士官，München，習志野，p．４］（１８７９年 Cöln生まれ．Briefadel, Jg．３１，１９３９，
S．６３９）（本節（Ａ）②（４）を参照）
③ゴータなどで生地が不明の場合
（１）Brockdorff, Kay（Cai Christian Magnus Christoffer Nicolaus）Graf von［予備下士官，Peking，久留米，p．１１］（１８６７年生
２３第一次大戦期の青島ドイツ兵捕虜に関するいくつかの問題
－２３－
まれ，生地不記載．Uradel, Jg．３８，１９３９，S．８７．俘虜名簿１９１５，p．１１に「Dresden．．」の追記あり．ただし，１９１４年に
４７歳となる，この貴族は１９１４年の予備下士官としては年齢が高すぎるであろう．ゴータに生地が記載されなかった彼
は，北京を俘虜名簿の本籍地としたが，ゴータに掲載されなかった貴族とは，同姓・一部同名の別人と考えられる）
（２）Seckendorff, Oscar A. A. Freiherr von［退役士官，Foochow［福州］／Südchina，静岡→習志野，p．４］（１８７３年生まれ，
１９２８年没．瀬戸 ２００３，p．１１９）
④ゴータにも”Das Deutsche Geschlechterbuch”にも見出されない場合
（１）Ahe, Eduard von der［二等兵，Dortmund，静岡→習志野，p．５］
（２）Borries, Theodor v.［予備一等兵，Hamburg，名古屋，p．１０］
（３）Borstel, Heinrich v.［二等兵，Kadenberge / Hannover，名古屋，p．１０］
（４）Bruck, Hugo vom［後備下士官，Velbert / Rheinland，大分→習志野，p．１１］（日本居住許可俘虜 １９２０によれば「日本
内地契約成立者」．瀬戸 ２００３，p．４５を参照）
（５）Costenoble, Hermann v.［二等兵，Jena / Thüringen，板東，p．１３］（瀬戸 ２００３，p．４９を参照）
（６）Gimborn, Bodo v.［一等兵，Sigmaringen，板東，p．２０］（瀬戸 ２００３，p．６０を参照）
（７）Günther, Otto［士官級・民政長官，Friedrichsfelde / Berlin，板東，p．２〈追記〉］（松尾 ２００３（ａ），pp．６１－６２．日本語
文献でしばしば貴族と記される）
（８）Hofe, Paul vom［二等兵，Kassel，久留米，p．２６］
（９）Holstein, Walter v.［二等兵，Hamburg，板東，p．２６］
（１０）Koslowski, Hans von［二等兵，Danzig，似島，p．３３］（瀬戸 ２００３，p．８３を参照）
（１１）Michalkowski, Karl v.［予備一等兵，Bremen，久留米→板東，p．４０］（瀬戸 ２００３，p．９８を参照）
（１２）Nahl, Heinrich v.［二等兵，Mühlheim / Rheinland，似島，p．４２］
（１３）Plank, Gerhard v.d.［二等兵，Emmerich / Rheinland，久留米，p．４５］
（１４）Raussendorff, Ernst v.［予備一等兵，Kiel，名古屋，p．４７］
（１５）Ryswick, Johann v.［二等兵，Duisburg，青野原，p．５０］
（１６）Seggern, Max v.［下士官，Oldenburg，板東，p．５６］
（１７）Strucynski, Hans v.［下士官，Danzig，板東，p．５９］
（１８）Vogelstein, Max v.［一等兵，Weilheim / Bayern，似島，p．６２］
（１９）Wenckstern, Gerhardt v.［士官，Görlitz / Schl.，福岡（逃亡），p．４］
（２０）Weyhe, Curt v.［予備士官，Fahrenhorst / Hannover，久留米，p．４］
（Ｃ）士官
①生地が本籍地と同じ場合
（１）Boethke, Paul［士官，Thorn，福岡→習志野，p．１］（１８７２年 Thorn / Westpreußen生まれ．さらに，瀬戸 ２００３，p．４４
を参照）
（２）Goepfert, Arthur［予備士官，Annaberg，板東，p．２］（１８７９年に Annabergで生まれ，１９３７年に中国・太原で没した．
工学士・工学博士．松尾 ２００２（ｂ），p．４５；松尾 ２００２（ｄ），pp．９９－１００；松尾 ２００４（ｂ），第２節（２）．日本居住許
２４ 松 尾 展 成
－２４－
可俘虜 １９２０の「日本内地契約成立者」）
（３）Kuhlo, Paul［士官，Bielefeld，習志野，p．２］（１８６６年 Bielefeld生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．１１９；松尾 ２００３
（ａ），p．６５．さらに，瀬戸 ２００３，p．８６を参照）
（４）Meyer−Waldeck, Alfred［膠州総督・士官，Petrograd，福岡→習志野，p．４］（１８６４年 St. Petersburg生まれ，１９２８年没．
瀬戸 ２００１，p．１３２［Waldeck］；瀬戸 ２００３，p．９７）
（５）Saxer, Ludwig［士官，Carlsburg / Neumark，福岡→習志野，p．３］（１８６９年 Carlburg / Neumark生まれ．俘虜名簿の本籍
地の綴りは誤植）
（６）Stecher, Walter［士官，Dresden，板東，p．４］（１８７４年 Dresden生まれ．１９０７－０９年に日本派遣士官．松尾 １９９８
（ａ），pp．１２６－１２７；松尾 ２００２（ｂ），p．４５；松尾 ２００３（ａ），p．６８．さらに，瀬戸 ２００３，p．１２２を参照）
（７）Vollerthun, Waldemar［士官，Fürstenau / Westpreußen，福岡→習志野，p．４］（１８６９年 Fürstenau / Westpr．生まれ，１９２９
年没．瀬戸 ２００３，p．１２９）
（４a）Waldeck, Alfred Meyer−  本節（Ｃ）①（４）Meyer−Waldeck, Alfredを見よ．
②生地が本籍地と異なる場合
（１）Hass, Gustav［士官，Wilhelmshaven，似島，p．２］（１８７２年 Lippinken / Westpreußen生まれ）
（２）Scriba, Emil［予備士官，Darmstadt / Hessen，習志野，p．４］（東京生まれ．解放後，日本の実業界で活動し，１９３２年に
没した．習志野収容所 ２００１，pp．７，２９，１１５；瀬戸 ２００１，p．１２１；久留米収容所 ２００３，p．１５１；松尾 ２００３（ａ），
pp．６７－６８．日本居住許可俘虜 １９２０によれば，「特別事情ヲ有シ日本内地ニ居住希望者」）
③海兵隊名簿に生年だけが記されている場合
（１）Hertling, Georg Freiherr von（１８８８年生まれ） 本節（Ｂ）②（５）を見よ．
（２）Kleemann, Eduard［士官，Grossen−Ehrich，板東，p．２］（１８７０年生まれ．瀬戸 ２００３，p．７８を参照）
（３）Lancelle, Waldemar［士官，Berlin，大分→習志野，p．２］（１８７１年生まれ．瀬戸 ２００３，p．８８を参照）
（４）Schulz, Johannes［４２７４，士官，Kottbus，板東，p．３］（１８８７年生まれ）
（５）Siebel, Carl［士官，Barmen，福岡→習志野，p．４］（１８６７年生まれ）
（Ｄ）その他の社会層
①生地が本籍地と同じ場合
（１）Barth, Johannes［二等兵，Bremen，板東，p．６］（１８９１年 Bremen生まれ．日本で実業のかたわら日本研究を進め，１９８１
年に鎌倉で没した．東京ドイツ東洋文化研究協会（OAG）副会長．OAG回答；松尾 ２００２（ｃ），p．５９．なお，瀬戸
１９９９，p．１１８では Bremen近郊生まれ．日本居住許可俘虜 １９２０の「日本内地契約成立者」）
（２）Blocksberger, Max［予備二等兵，Gorndorf / Thüringen，丸亀，p．９（俘虜名簿１９１５〈．．ochb．．の追記あり〉．ただし，
俘虜名簿１９１７，p．９では板東収容のMax Blocksberg）］（検証可能なMax Blochbergerは１８９３年に Gorndorfで生まれ，肉
屋として１９５３年に同地で没した．Gorndorfを合併した Saalfeld市の市立文書館からの回答．本稿第１節（Ｃ）（ ）参照．
したがって，俘虜名簿の姓はいずれも誤植．瀬戸 ２００３，pp．４１－４２を参照）
（３）Bodenstedt, Herrman［後備下士官，Bremen，習志野，p．９］（Bremen生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．７７；瀬戸
２５第一次大戦期の青島ドイツ兵捕虜に関するいくつかの問題
－２５－
２００３，p．４２）
（４）Böhm, Paul［後備下士官，Freiburg，久留米，p．９］（１８８７年に Freibergで生まれたカルル・パウル・ベームは，１９６８
年にドレースデンで没した．Freiberg市立文書館回答；松尾 ２００２（ｂ），p．５２；瀬戸 ２００３，p．４３．俘虜名簿の本籍地
の綴りは誤植）
（５）Claussnitzer, Franz［一等兵，Brand，板東，p．１２］（１８９２年に Brandで生まれた．板東で「ドイツ牧舎」を指導し，１９５５
年にブロインスドルフ村で没した．ブラント＝エルビスドルフ市戸籍部回答；松尾 ２００２（ｄ），p．１０１；瀬戸 ２００３，
p．４８）
（６）Doert, Erich［二等兵，Dortmund，板東，p．１４］（１８９３年 Osterfeld［ドルトムント市の一部］で生まれ，１９６０年ヴェル
ネで没した．瀬戸 ２００３，pp．５０－５１）
（７）Elle, Erich［二等兵，Düsseldorf，習志野，p．１５］（Düsseldorf生まれ．習志野収容所 ２００１，p．１５４；瀬戸 ２００３，
p．５３）
（８）Fritzsche, Arthur［予備下士官，Hamburg，習志野，p．１８］（Hamburg生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．７７）
（９）Goppelt, Friedrich［予備一等兵，Weisenburg，板東，p．２０］（１８８９年にWeißenburgで生まれ，１９８８年にミュンヒェン
で没した．Weißenburg市戸籍部回答；松尾 ２００４（ｂ），第２節（４）．俘虜名簿の本籍地の綴りは誤植）
（１０）Grüneweller, Bernhard［二等兵，Münster，習志野，p．２１］（Münster生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．７８）
（１１）Hamm, Heinrich［二等兵，Elsheim / Bingen，習志野，p．２３］（１８８３年に Elsheimで生まれ，葡萄酒醸造技術者として日
本に招聘された．山梨から青島に召集され，１９５４年にエルスハイムで没した．習志野収容所 ２００１，p．８；習志野市史
研究 ２００３，pp．５４－５５；松尾 ２００３（ａ），p．６２；瀬戸 ２００３，pp．６４－６５．軍階級の位置づけはシュミット氏による）
（１２）Hansen, Hermann［下士官，Glücksburg，板東，p．２３］（１８８６年に Glücksburgで生まれた．板東で「第九」を指揮し，１９２７
年にフレンスブルクで没した．横田 ２００２，pp．６２－６７；瀬戸 ２００３，p．６６）
（１３）Hiller, Kurt［二等兵，Niederjana / Meissen，静岡→習志野，p．２５］（文書は存在しないが，次の伝承がある．クルト・
ヒラーは１９１４年に１９歳で日本軍の捕虜となり［生年は１８９５年頃であろう］，１９２０年に解放された．日本と中国で働いた
後，３８年にマイセンに帰郷した．Meißen市立文書館回答；松尾 ２００２（ｄ），p．９９；瀬戸 ２００３，p．７２．マイセン市は
２８年に Niederjahna村を併合した．HOS １９５７，S．８３．したがって，ヒラーの生地は Niederjahnaであり，俘虜名簿の本
籍地は誤植であろう．松尾 ２００２（ｄ），p．９９． 彼は帰国船に神戸で乗船した（彼の船は，習志野収容捕虜の多くが
乗船し，青島に寄港した喜福丸と考えられる）けれども，青島で下船して，何らかの職業に従事し，次いで日本で働い
た後，帰国したのであろう．しかし，ヒラーは日本居住許可俘虜 １９２０の「日本内地契約成立者」にも，「特別事情ヲ
有シ日本内地ニ居住希望者」にも，「青島ニ於ケル就職既定者」にも，「特別事情ヲ有シ青島居住希望者」にも，記載さ
れていない．帰国船出帆後のドイツ兵は，行動に関してかなり大きな自由を持っていたのではなかろうか．喜福丸で帰
国した青野原収容捕虜，ケルステンの日記の記述に対する私の解釈は，松尾 ２００４（ｂ），第３節（注１９）を参照）
（１４）Kleinerüschkampf, Karl［二等兵，Solingen，習志野，p．３１］（Solingen生まれ．習志野収容所 ２００１，p．１５４；瀬戸
２００３，p．７８［Kleinerbüschkampf］）
（１５）Kley, Paul［二等兵，Waltershausen，板東，p．３１］（１８９４年にWaltershausenで生まれ，１９９２年にリューデンシャイトで
没した．Lüdenscheid市の市民部と市立文書館からの回答；松尾 ２００２（ｃ），p．５９；瀬戸 ２００３，pp．７８－７９；松尾
２００４（ｂ），第１節．俘虜名簿１９１５，p．３０に「Lüdenscheid」の追記あり）
（１６）Kluge, Ernst［一等兵，Berlin，久留米，p．３１］（１８９２年に Berlinで生まれ，１９７９年にキームゼーで没した．久留米収容
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所 ２００３，pp．１３２－１３３；松尾 ２００３（ａ），p．６４；瀬戸 ２００３，pp．７９－８０）
（１７）Koeberlein, Willy［二等兵，Wuerzburg，板東，p．３２］（１８９０年Würzburg生まれ，１９５２年に没．瀬戸 ２００３，p．８１．さ
らに，板東収容所研究 ２００３，p．３８を参照）
（１８）Laan, Heinrich van der［二等兵，Weener / Ems，板東，p．３５］（１８９４年にWeenerで生まれた．１９１３年に来日し，青島に
召集された．解放・帰国後，再来日して，貿易に従事し，１９６４年に神戸で没した．瀬戸 ２００１，p．９９；瀬戸 ２００３，
p．８８）
（１９）Lehmann, Otto［二等兵，Geringswalde，久留米，p．３６］（１８９２年に Geringswaldeで生まれた．久留米で「収容所楽
団」を指揮し，１９７１年にヴァルトハイムで没した．ゲリンクスヴァルデ市戸籍部回答；松尾 ２００２（ｄ），p．１１６；松
尾 ２００３（ａ），pp．５２－５５；瀬戸 ２００３，p．９０）
（２０）Leipold, Eduard［一等兵，Unterlauter / Sa. −Coburg−Gotha，板東，p．３６］（１８９２年に Unterlauterで生まれた．元板東収
容捕虜の団体，フランクフルト・バンドー会を支え，１９７８年にコーブルクで没した．エドゥアルトの娘，リスベート・
ライポルト夫人の書簡；松尾 ２００２（ｃ），p．５９）
（２１）Lemke, Fritz［下士官，Spandau，習志野，p．３６］（Spandau生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．７２；瀬戸 ２００３，
p．９１）
（２２）Mailänder, Andreas［二等兵，Kutzhof / Saarbrücken，習志野，p．３８］（１８９２年に Kutzhofで生まれ，同地で１９８０年に
没．瀬戸 ２００３，pp．９３－９４）
（２３）Mechelke, Paul［下士官，Königsberg，習志野，p．３９］（Königsberg生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．７７；瀬戸
２００３，p．９５）
（２４）Meissner, Kurt［二等兵，Hamburg，板東，p．３９］（１８８５年に Hamburgで生まれ，日本での実業のかたわら日本研究を
進めた．長年に亘って OAG会長．１９７６年にスイス・ロカルノで没．クルトの息，ハンス・マイスナー氏の回答；松
尾 ２００２（ｃ），p．５９．さらに，武内 １９９５，p．４５５；瀬戸 ２００１，p．１０４；瀬戸 ２００３，p．９６を参照．日本居住許可俘
虜 １９２０の「日本内地契約成立者」）
（２５）Miedtang, Max［二等兵，Lossen，久留米，p．４０］（１８９２年に Lossenで生まれ，１９８０年にロマッチュ市で没した．マイ
セン郡文書館回答；松尾 ２００２（ｄ），p．１００；瀬戸 ２００３，p．９８）
（２６）Mühlich, Heinrich［予備二等兵，Insterburg，習志野，p．４１］（Insterburg生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．７３；瀬
戸 ２００３，p．９９）
（２７）Pechbrenner, Max［二等兵，Königsberg，習志野，p．４４］（Königsberg生まれ．習志野収容所 ２００１，p．１５４；瀬戸
２００３，p．１０４）
（２８）Richter, Bruno［後備下士官，Moskau，習志野，p．４８］（Moskau生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．７８；瀬戸
２００３，p．１０９）
（２９）Riedel, Georg［二等兵，Plauen−Reusa，板東，p．４８］（Plauenで１８９５年に生まれ，１９１７年没．瀬戸 ２００３，p．１１０．さら
に，瀬戸 ２００１，p．１１４を参照）
（３０）Thiele, Johannes［二等兵，Zittau，青野原，p．６０］（パウル・ヨハネス・ティーレは１８９０年に Zittauで生まれ，１９７４年
に同市で没した．金箔師助手であった彼が，２０年９月に Zittau市戸籍部に提出した証明書類の中に，同年２月のヴィル
ヘルムスハーフェン通過収容所からの解放証明書があった．Zittau市戸籍部回答；松尾 ２００２（ｄ），p．９９；瀬戸
２００３，p．１２５．彼は豊福丸で帰国したであろう）
２７第一次大戦期の青島ドイツ兵捕虜に関するいくつかの問題
－２７－
（３１）Treuke, Richard［国民軍二等兵，Berlin，板東，p．６１］（１８７４年頃 Berlin生まれ．林 １９９３，pp．１３３－１３４；瀬戸
２００１，p．１２９；瀬戸 ２００３，p．１２７．日本居住許可俘虜 １９２０によれば，「特別事情ヲ有シ日本内地ニ居住希望者」）
（３２）Uerscheln, Matthias［二等兵，Korschenberg，久留米，p．６１］（Korschenbroich / Düsseldorf生まれ．久留米収容所
２００３，p．１５０；瀬戸 ２００３，p．１２７．俘虜名簿の本籍地の綴りは誤植であろう）
（３３）Vogelfänger, Christian［二等兵，Düsseldorf，習志野，p．６２］（１８９６年 Düsseldorfで生まれ，１９８０年没．瀬戸 ２００３，
p．１２８）
（３４）Wolf, Hermann［予備二等兵，Hamburg，久留米，p．６６］（１８８５年に Hamburgで生まれた．解放・帰国後，再来日し
て，事業を営み，１９３８年に神戸で没した．久留米収容所 ２００３，pp．１４２－１４４；瀬戸 ２００３，pp．１３４－１３５）
②生地が本籍地と異なる場合
（１）Beyer, Fritz［二等兵，Bant，習志野，p．８］（Wilhelmshaven生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．７８；瀬戸 ２００３，
p．４０）
（２）Bötjer, Otto［下士官，Lemsahl / Stormarn，福岡→習志野，p．１０］（Hamburg生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．７７）
（３）Fischer, Paul［３３１７，二等兵，Grünau，久留米，p．１７］（フリードリヒ・パウル・フィッシャーは１８８４年にザクセン王
国Wildenfels市で生まれ，１９６７年に Grünau村で没した．グリューナウ村を合併した Langenweißbach村の村役場回答；
松尾 ２００２（ｄ），p．１００；松尾 ２００３（ａ），p．６０；瀬戸 ２００３，p．５７．Grünauはおそらく当時の家族居住地であった）
（４）Grönitz, Alfred［二等兵，Slawitz / Oppeln，習志野，p．２１］（Breslau生まれ．習志野収容所 ２００１，p．１５４；瀬戸
２００３，p．６２）
（５）Helm, Wilhelm［予備下士官，Kobe［神戸］，青野原，p．２４］（１８９１年に横浜で生まれ，神戸で育ち，青島に召集され
た．解放後は日本で活動し，１９５１年にヴィースバーデンで没した．ヘルムが本籍地とした神戸は，彼の父の商会の本拠
であった．久留米収容所 ２００３，p．１５２；瀬戸 ２００３，p．７０．日本居住許可俘虜 １９２０の「日本内地契約成立者」）
（６）Juchheim, Carl［国民軍二等兵，Garz / Rügen，似島，p．２８］（１８８９年に Kaub / Rheinで生まれた．横浜で菓子店ユーハ
イムを創業し，１９４５年に神戸で没した．夫人による伝記に基づくディルク・ファン＝デア＝ラーン氏の教示；松尾 ２００３
（ａ），p．６３．さらに，武内 １９９５，p．５０８；瀬戸 ２００１，pp．９０－９１；習志野収容所 ２００１，pp．１１８－１１９を参照．日本
居住許可俘虜 １９２０の「日本内地契約成立者」）
（７）Krüger, Karl［二等兵，Thorn，習志野，p．３４］（１８９２年に Pensau / Westpreußenで生まれ，１９８０年にブレーマーハー
フェンで没した．習志野市史研究 ２００３，p．１１２；松尾 ２００３（ａ），p．６４；瀬戸 ２００３，pp．８４－８５）
（８）Millies, Hans［後備下士官，Kiel，習志野，p．４０］（１８８３年に Dagebüllで生まれ，１９５７年にリューベックで没した．習
志野の管弦楽団指揮者．瀬戸 ２００１，pp．１０５－１０６［後備二等軍楽手］；習志野収容所 ２００１，p．６１；榎本 ２００３，
p．１１０；松尾 ２００３（ａ），p．６５；瀬戸 ２００３，p．９８．没年は星昌幸氏教示；瀬戸 ２００３，p．９８による）
（９）Nommensen, Richard［下士官，Pötrau，習志野，p．４３］（Hamburg生まれ．習志野市史研究 ２００３，p．７５；瀬戸
２００３，p．１０２）
（１０）Sommerlatt, Benedikt［予備下士官，Oldenfelde / Hamburg，名古屋，p．５７］（１８８９年英領東インド・カラチン生まれ．
瀬戸 ２００１，p．１２４）
（１１）Spann, Alexander［二等兵，Rio de Janeiro，久留米，p．５７］（１８９０年 Altona生まれ．解放後，九州大学などでドイツ語
教育に従事．没地・没年不明．武内 １９９５，p．２１６；瀬戸 ２００１，p．１２４；瀬戸 ２００３，p．１２１．日本居住許可俘虜 １９２０
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の「日本内地契約成立者」）
（１２）Steckelberg, Hans［予備二等兵，Gronau / Westfalen，習志野，p．５７］（１８８６年 Langenberg / Rheinland生まれ．瀬戸
２００３，p．１２２）
（１３）Stolle, Otto［下士官，Oldenburg，板東，p．５８］（１８８６年に Osternburg / Oldenburgで生まれ，１９６７年にオルデンブルク
で没した．Oldenburg市戸籍部回答；瀬戸 ２００３，pp．１２３－１２４．日本居住許可俘虜 １９２０によれば，「日本内地契約成
立者」）
③十分には判明しなかった場合
（１）Hannasky, Otto［予備二等兵，Guben，板東，p．２３］（Gubenは食肉加工技術者ハナスキーの当時の家族住所であった
であろう．少なくとも１９２３年のグーベン市刊行住所録に，離婚したハナスキー夫人が一食肉店の同居者として記載され
ている．Guben市立文書館回答；松尾 ２００２（ｃ），p．５１）
（２）Vetter, Kurt［一等兵，Königsstein，板東，p．６１］（Königstein市の回答によれば，資料がない．しかし，ザクセン独日
協会のロタール・ポレンツ氏によれば，クルト・フェッターの Königstein居住を記憶している同市市民がいる．さら
に，瀬戸 ２００３，p．１２８を参照．なお，俘虜名簿の本籍地の綴りは誤植であろう）
④調査不可能の回答があった場合，あるいは，質問への回答がなかった場合
（１）Baehr, Karl［二等兵，Copitz / Pirna，板東，p．６］（Copitz村を合併した Pirna市から無回答．俘虜名簿１９１５，p．６に
「Radebeul．．」の追記あり．さらに，瀬戸 ２００３，p．３７を参照）
（２）Biedermann, Paul［予備二等兵，Zwickau，久留米→板東，p．８］（調査不可能．Zwickau市戸籍部回答．さらに，瀬戸
２００３，p．４１を参照）
（３）Böttcher, Fritz［二等兵，Annaberg，久留米，p．１０］（１８７６－９０年の戸籍部記録に発見されず．Annaberg−Buchholz市戸
籍部回答）
（４）Colbow, Otto［下士官，Schönberg，習志野，p．１３］（かつてのエルスニッツ郡 Schönberg村は Bad Brambachに統合さ
れた．後者の村の戸籍記録に同名の人物は記録されていない．さらに，瀬戸 ２００３，p．４８を参照）
（５）Eckhardt, Reinhold［後備下士官，Stuttgart，板東，p．１５］（調査不可能．Stuttgart市立文書館回答）
（６）Engel, Paul［二等兵，Dresden，板東，p．１５］（出生と居住に関係する文書は一切ない．Dresden市立文書館回答．さら
に，瀬戸 ２００３，pp．５３－５４；松尾 ２００４（ｂ），第３節（Ⅱ）（Ａ）を参照）
（７）George, Kurt［二等兵，Kainsdorf，習志野，p．１９］（Cainsdorfは Zwickau市に合併されたが，資料は未整理である．
Zwickau市立文書館回答）
（８）Kleppsch, Paul［二等兵，Copitz / Pirna，久留米→板東，p．３１］（Copitz村を合併した Pirna市から無回答）
（９）Preissler, Richard［二等兵，Meissen，習志野，p．４６］（Meißen市立文書館に資料がない．瀬戸 ２００３，p．１０６を参照）
（１０）Preu, Johann［一等兵，Zwickau，久留米，p．４６］（調査不可能．Zwickau市戸籍部回答）
（１１）Rieger, Waldemar［後備一等兵，Zittau，習志野，p．４９］（Zittau市立文書館に出生記録が残されていない．瀬戸
２００３，p．１１０を参照）
（１２）Rode, Fritz［二等兵，Hannover，板東，p．４９］（調査不可能．Hannover市立文書館回答．さらに，瀬戸 ２００３，p．１１１
を参照．日本居住許可俘虜 １９２０の「日本内地契約成立者」）
２９第一次大戦期の青島ドイツ兵捕虜に関するいくつかの問題
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（１３）Schlosser, Karl［二等兵，Zwickau，似島，p．５２］（調査不可能．Zwickau市戸籍部回答）
（１４）Schmieder, Hugo［二等兵，Meissen，板東，p．５３］（Meißen市立文書館に資料がない．瀬戸 ２００３，p．１１６を参照）
（１５）Schreiber, Walter［二等兵，Tarnowitz / Schlesien，板東，p．５４］（Tarnowitz村は現在ポーランド領グミナ・ルブシャの
タルノヴィチェである．ルブシャ住民登録部の回答によれば，同名の人物は確認されない．瀬戸 ２００３，p．１１８を参照）
（１６）Weber, Josef［４３２１，二等兵，Recklinghausen / Westfalen，板東，p．６３］（調査不可能．Recklinghausen市戸籍部回答．さ
らに，瀬戸 ２００３，p．１３１を参照）
（１７）Wiese, Wilhelm［二等兵，Schönberg，青野原，p．６５］（かつてのエルスニッツ郡 Schönberg村は Bad Brambachに統合
された．後者の村の戸籍部記録に同名の人物は記録されていない）
調査結果は以上のとおりである．本節で本籍地と出生地との関係が解明されえなかった，各項の③
と④，合計５０人（他項との重複を含まず）を除いて，生地が本籍地と同じである場合①と，生地が本
籍地と異なる場合②だけを，取り出してみる．博士（Ａ）では①は１２人，②は６人である．貴族（Ｂ）で
①８人，②１３人，士官（Ｃ）で①７人，②２人，その他の社会層（Ｄ）で①３４人，②１３人である．このう
ち，（Ａ）②（４）と（Ｂ）②（１３）とは同一人物であるから，それを差し引いた合計は①が６１人で，②が３３
人であり，（Ａ）－（Ｄ）の４群計は９４人である．検証されえた事例はそれほど多くないけれども，この
調査結果は無意味ではないであろう．俘虜名簿の本籍地が出生地である場合は，確かに多い
（６５％）．しかし，常にそうであるとは限らず，本籍地が出生地でない場合も，３５％に達する．した
がって，本籍地の記載だけから，某捕虜は「本籍地」の某地生まれ（２）である，と即断されるべきでは
ない．
（注１）奇異な事例として，ドイツ以外の集落を本籍地とした捕虜が，７７人いた．その内訳は中国５４人，ロシア８人，日
本４人，オランダ４人，スイス２人，アメリカ，アルゼンチン，エジプト，ブラジル，ルクセンブルク各１人であっ
た．一層奇異なことに，ドイツの集落と外国の集落の二つを本籍地として申告した捕虜も，６人いた．重複記載され
た外国の内訳は，中国３，日本２，ロシア１である．両者合計の８３人が本籍地とした外国集落は，日本の制度から見
ると，本籍地とはなりえない．これらは捕虜の出生地，あるいは，召集直前の本人居住地ないし収容当時の家族居住
地を示すと考えられる．ドイツ以外の集落だけを本籍地とした捕虜のうち，習志野収容の膠州総督マイアー＝ヴァル
デック大佐のペトログラードは，本節（Ｃ）①（４）が示すように，出生地である．板東収容・二等兵ハインリヒ・グ
ロースマンの神戸は，瀬戸 ２００１，p．８１によれば，召集直前の本人居住地であり，収容当時の家族居住地である．本
節（Ｄ）②（５）のヘルムは日本で生まれ，育った．ヘルムが本籍地とした神戸は，彼の父の商会の本拠であった．本節
（Ａ）②（５）のヴァインホルツは，博士論文の履歴によれば，オーダー河畔フランクフルトで生まれた．ヴァインホル
ツが本籍地とした中国・漢口には，家族が当時住んでいたのではなかろうか．また，ドイツと外国の二つの集落を本
籍地とした６人の場合，ドイツの集落は生地あるいは家族居住地を示すのであろう．二重申告者のうち，名古屋収
容・予備二等兵アウグスト・ベーゼは小樽／ヴァンネとしている．このヴァンネは，俘虜名簿にヴァンネ生まれと記
載されているから，生地である．なお，外国を本籍地とした，これら８３人の氏名は松尾 ２００２（ｄ），pp．１２４－１２５に
ある．
（注２）論題の簡潔さを優先させて，私が論文，松尾 ２００２（ｂ）を「ザクセン王国出身の青島捕虜」と題したのは，誤り
であった．あの論文の題目は，正確さを第一として，「本籍地がザクセン王国にある青島捕虜」とされるべきであっ
た．本稿第４節（Ｂ）（Ｃ）を参照．
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  捕虜兵士の生年
前節で提示した捕虜のうち，生年が明らかになっている兵士（士官・下士官を除いた一等兵・二等
兵）は，２９人である．すなわち，（Ａ）②から BohnerとWeinholz，（Ｂ）②から von Tucher（前節の想
定にしたがって，１８９２年生まれと考える），（Ｄ）①から Barth, Blochberger, Claussnitzer, Doert, Goppelt,
Hamm, Hiller, Kley, Kluge, Koeberlein, v. d. Laan, Lehmann, Leipold, Mailänder, Meissner, Miedtang, Riedel,
Thiele, Treuke, VogelfängerとWolf，（Ｄ）②から Paul Fischer（３３１７），Juchheim, Krüger, Spannと
Steckelbergである．
さらに，生地は不明であるけれども，生年の判明している兵士を，先行業績，とくに，網羅的な大
作，瀬戸 ２００１と瀬戸 ２００３から拾い上げる．氏名の後の［ ］に階級，収容所，俘虜名簿１９１７
（それに記されていない場合には，俘虜名簿１９１５）の記載ページを記し，（ ）に生年と典拠を示す
と，次のようになる．
（１）Böhmer, Wilhelm［後備二等兵，習志野，p．９］（３８歳の１９１５年に重営倉処分．習志野収容所 ２００１，p．５１．したがっ
て，１８７７年頃生まれ）
（２）Buech, Ludwig［二等兵，板東，p．１１］（１８９０年生まれ，１９６０年没．瀬戸 ２００３，p．４６）
（３）Cravatzo, Peter［二等兵，板東，p．１３］（１８９３年生まれ，１９１８年没．瀬戸 ２００１，p．７０；瀬戸 ２００３，p．４９）
（４）Danielsen, Friedrich［二等兵，板東，p．１３］（１８８５年生まれ．瀬戸 ２００３，p．４９）
（５）Franz, Oskar［一等兵，板東，p．１８］（１９１８年に３７歳．瀬戸 ２００１，p．７６；習志野収容所 ２００１，p．５７．したがって，
１８８１年頃生まれ．日本居住許可俘虜 １９２０の「日本内地契約成立者」）
（６）Georgi, Paul［一等兵，名古屋，p．１９］（１８９２年生まれ，１９１８年没．瀬戸 ２００１，p．７８）
（７）Gomille, Paul［二等兵，板東，p．２０］（１８８９年生まれ，１９１７年没．瀬戸 ２００１，p．７９；瀬戸 ２００３，p．６１）
（８）Grevsmühl, Hans［予備一等兵，似島，p．２１］（１８８８年生まれ．瀬戸 ２００１，p．８０）
（９）Guenschmann, Edmund［二等兵，板東，p．２２］（１８９３年生まれ．瀬戸 ２００３，p．６２）
（１０）Hansen, Hans［一等兵，久留米→板東，p．２３］（１８９４年生まれ，第二次大戦後没．板東「第九」指揮者ヘルマン・ハ
ンゼンの弟．瀬戸 ２００３，pp．６５－６６）
（１１）Haertle, Thaddaeus［二等兵，板東，p．２３］（１８８８年生まれ．解放・帰国後，再来日し，１９６８年に西宮で没した．瀬
戸 ２００１，pp．８３－８４；瀬戸 ２００３，pp．６６－６７）
（１２）Hasselbach, Johann［二等兵，名古屋，p．２３］（１８９１年生まれ．瀬戸 ２００１，p．８４．日本居住許可俘虜 １９２０の「日本
内地契約成立者」）
（１３）Hellmuth, Jean［二等兵，板東，p．２４］（１８９５年生まれ，１９１７年没．瀬戸 ２００１，p．８６；瀬戸 ２００３，pp．６９－７０）
（１４）Hubbe, Fritz［予備一等兵，板東，p．２６］（１８８７年生まれ，１９１８年没．瀬戸 ２００１，p．８８；瀬戸 ２００３，p．７４）
（１５）Jakob, Johann［二等兵，名古屋，p．２７］（１８９２年生まれ，１９１８年没．瀬戸 ２００１，p．８９）
（１６）Kardinal, Herrmann［二等兵，名古屋，p．２９］（１８９２年生まれ，１９１８年没．瀬戸 ２００１，p．９２）
（１７）Ketel, Helmuth［二等兵，習志野，p．３０］（１８９３年生まれ，解放後，東京でレストランを開業し，１９６１年に没した．瀬
戸 ２００１，p．９３；習志野収容所 ２００１，p．１１７．彼の階級の位置づけはシュミット氏による．日本居住許可俘虜 １９２０
の「日本内地契約成立者」）
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（１８）König, Jakob［二等兵，久留米，p．３２］（１８９２年生まれ，１９６４年没．瀬戸 ２００３，p．８２）
（１９）Körner, Peter［一等兵，習志野，p．３３］（１８８０年生まれ，１９１９年没．瀬戸 ２００３，p．８３）
（２０）Kort, Rudolf［二等兵，習志野，p．３３］（１８９１年生まれ，１９５５年没．瀬戸 ２００３，p．８３）
（２１）Kraus, Simon［後備二等兵，習志野，p．３３］（２８歳の１９１５年に重営倉処分．習志野収容所 ２００１，p．５１．したがって，
１８８７年頃生まれ）
（２２）Kühne, Karl［二等兵，板東，p．３４］（１８９２年生まれ，１９１８年没．瀬戸 ２００１，p．９８；瀬戸 ２００３，p．８７）
（２３）Lauenstein, Arthur［二等兵，松山，p．３５（俘虜名簿１９１５）］（１８８８年生まれ，１９１６年没．瀬戸 ２００１，p．１００［予備二
等兵．林 １９９３，p．１６６では予備補充兵］）
（２４）Lechner, Michael［一等兵，習志野，p．３６］（１８９２年生まれ，１９６９年没．瀬戸 ２００３，p．８９）
（２５）Markel, Georg［二等兵，習志野，p．３８］（１８８８年生まれ，１９５０年没．瀬戸 ２００３，p．９４［Markl］）
（２６）Matheis, Gustav［一等兵，静岡，p．３７（俘虜名簿１９１５）］（１８９５年生まれ，１９１５年没．瀬戸 ２００３，p．９５）
（２７）Oetmann, Arthur［予備一等兵，名古屋，p．４４］（１８８９年生まれ．瀬戸 ２００１，p．１１０）
（２８）Philipps, Lorenz［二等兵，名古屋，p．４５］（１８９２年生まれ，１９１８年没．瀬戸 ２００１，p．１１１）
（２９）Precht, Karl［二等兵，似島，p．４６］（１８９３年生まれ，１９８５年没．瀬戸 ２００３，p．１０６）
（３０）Protze, Arthur［一等兵，習志野，p．４６］（１８８８年生まれ，１９７８年没．瀬戸 ２００３，p．１０７）
（３１）Puchert, Wilhelm［二等兵，名古屋，p．４６］（１８９２年生まれ，名古屋収容所で没．瀬戸 ２００１，p．１１３）
（３２）Schillo, Peter［二等兵，板東，p．５２］（１８９４年生まれ，１９８４年没．瀬戸 ２００３，p．１１４）
（３３）Schlotterbeck, Wilhelm［一等兵，青野原，p．５２］（１８９２年生まれ，１９６５年没．瀬戸 ２００３，p．１１６）
（３４）Schmidt, Daniel［２７０１，一等兵，名古屋，p．５２］（１８９１年生まれ．瀬戸 ２００１，p．１１９）
（３５）Schmidt, Karl［２７１３，二等兵，名古屋，p．５１（俘虜名簿１９１５）］（１８９８年生まれ，１９１６年没．瀬戸 ２００１，p．１１９）
（３６）Scoppwer, Paul［二等兵，習志野，p．５５］（１８９３年生まれ，１９８４年没．瀬戸 ２００３，p．１１９）
（３７）Seeger, Hermann［海兵第２中隊・一等兵，板東，p．５５］（１９１８年１１月３０日没．瀬戸 ２００１，p．１２２；瀬戸 ２００３，p．１２０
［１８９１年生まれ］． 林 １９９３，p．１６６によれば，海兵第２中隊所属（階級の記載を欠く），板東収容，１８９１年生まれ
の「ヘルマン・ハインリッヒ」は１９１８年１１月３０日に没した．この姓名は俘虜名簿に記載されていない．板東収容所
２０００，p．１０７によれば，１８年１１月３０日の死亡者はゼーガーだけであった．そのためにゼーガーを１８９１年生と考える）
（３８）Stuhlsatz, Johann［二等兵，似島，p．５９］（１８９１年生まれ．瀬戸 ２００３，p．１２４）
（３９）Syre, Hermann［一等兵，板東，p．５９］（１８８２年生まれ，１９６２年没．瀬戸 ２００３，pp．１２４－１２５［Syré］）
（４０）Temme, Ammandus［階級不記載，丸亀，p．５８（俘虜名簿１９１５．「二等兵」の追記あり）］（１８９３年生まれ，１９１５年
没．瀬戸 ２００１，p．１２７；瀬戸 ２００３，p．１２５）
（４１）Walter, Hugo［国民軍二等兵，似島，p．６３］（１９１４年８月に１７歳未満．瀬戸 ２００３，p．１２９．したがって，１８９７年８月以
後生まれ）
（４２）Willig, Georg［二等兵，名古屋，p．６５］（１８９０年生まれ，１９８１年没．瀬戸 ２００３，p．１３４）
（４３）Zach, Georg［二等兵，習志野，p．６６］（１８９３年生まれ．瀬戸 ２００１，p．１３８）
このようにして生年が明らかになった一等兵・二等兵は，４３人である．
この４３人と上記２９人を合わせた７２人を，一等兵と二等兵，現役と予備役とに区分してみる．その場
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合，「xx年頃生まれ」を便宜上，xx年生まれと見なすことにする．
第１に，現役一等兵は
１８８０年生まれの Körner,
１８８１年生の Franz,
１８８２年生の Syre,
１８８７年生のWeinholz,
１８８８年生の Protze,
１８９１年生の Daniel Schmidt（２７０１），Seeger,
１８９２年生の Claussnitzer, Georgi, Kluge, Lechner, Leipold, Schlotterbeck, von Tucher,
１８９４年生の Hans Hansen,
１８９５年生のMatheisである．
現役一等兵１６人の中で（ ）最年長の Körnerと１８８８年生の Protzeについては，事情が不明である．
二番目に年長の Franzは，日本収容中に日本企業を技術指導した染色技師である（１）．Syreは２０世紀初
めから青島で建設工事に従事していた（２）．Weinholzは，１９１１年に論文審査に合格した博士である．
（）１８９２年生まれの現役一等兵は７人であり，２人は９１年生まれであった．彼らが現役一等兵の基幹
部分であった．（）９４年生の Hans Hansen，とくに９５年生のMatheisは１９１４年の一等兵としては異常
に若い．
第２に，現役二等兵は
１８８３年生まれの Hamm,
１８８４年生の Bohner, Paul Fischer（３３１７），
１８８５年生の Danielsen, Meissner,
１８８８年生の Haertle, Markel,
１８８９年生の Gomille,
１８９０年生の Buech, Koeberlein, Spann, Thiele, Willig,
１８９１年生の Barth, Hasselbach, Kort, Stuhlsatz,
１８９２年生の Jakob, Kardinal, König, Krüger, Kühne, Lehmann, Mailänder, Miedtang, Philipps, Puchert,
１８９３年生の Cravatzo, Doert, Guenschmann, Ketel, Precht, Scoppwer, Temme, Zach,
１８９４年生の Kley, v. d. Laan, Schillo,
１８９５年生の Hellmuth, Hiller, Riedel,
１８９６年生の Vogelfänger,
１８９８年生の Karl Schmidt（２７１３）である．
現役二等兵は合計４３人に上った．（ ）５人は１８８５年までに生まれていた．８４年生の Paul Fischerに
ついては事情が不明である．最年長，８３年生の Hammは，開戦直前まで日本で葡萄酒醸造技術を指
導していた（３）．８４年生の Bohnerは，１９１４年に論文審査に合格したばかりの博士である．１８８５年生の
Meissnerは商社員として滞日８年を超えていた（４）．Danielsenも香港の企業に勤務していた（５）．（）
１９１４年の召集に際して，１８９５年生の３人は通常の兵役年齢の２０歳に達しておらず，９６年生の
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Vogelfänger，とくに９８年生の Karl Schmidtは，さらに若かった（６）．（ ）年長者５人と若年者５人とを
除く現役二等兵，３３人は８８年から９４年までの生まれであった．とくに，９２－９３年生まれは１８人に達し
た．いくらか広げて，９０－９３年生まれを取ると，２７人であった．
第３に，予備一等兵は
１８８７年生まれの Hubbe,
１８８８年生の Grevsmühl,
１８８９年生の Goppelt, Oetmannである．
予備一等兵３人は年齢的に集中しており，しかも，現役一等兵の基幹部分（１６人中９人が１８９１－９２
年生まれ）よりも年長であった．
第４に，予備二等兵は
１８８５年生まれのWolf,
１８８６年生の Steckelberg,
１８８８年生の Lauenstein（階級は瀬戸 ２００１に従う），
１８９２年生の Blochbergerである．
予備二等兵の１人は現役二等兵の年齢別最大階層と同じ１８９２年生である．しかし，彼以外の３人は
年長者であった．もちろん，この年齢層は現役二等兵にも含まれていた．
第５に，後備二等兵・国民軍二等兵は
１８７４年生の Treuke（国），
１８７７年生の Böhmer（後），
１８８７年生の Kraus（後），
１８８９年生の Juchheim（国），
１８９８年生の Hugo Walter（国）である．
後備二等兵・国民軍二等兵は，１８９８年生まれで非常に若い１人を除く４人が，８９年までに生まれて
いた．しかも，他の階級の兵士には見られない７０年代生まれが，２人もいた．
（注１）瀬戸 ２００１，p．７６．
（注２）瀬戸 ２００３，pp．１２４－１２５．
（注３）瀬戸 ２００１，p．８３；習志野収容所 ２００１，pp．８－９；習志野市史研究 ２００３，pp．５４－５５；瀬戸 ２００３，pp．６４－
６５．
（注４）林 １９９３，p．１６０；板東収容所 ２０００，p．７３；瀬戸 ２００１，p．１０４；瀬戸 ２００３，p．９６．
（注５）瀬戸 ２００３，p．４９．
（注６）１９１６年の松山収容所と１９１９年の板東収容所における捕虜の年齢別構成は，冨田 １９９１，pp．９７，２３１に示されてい
る．それによれば，階級は明らかでないけれども，松山収容所には１８９６年生まれが４人おり，板東収容所には１８９６
年，９７年，９８年生まれがそれぞれ１人いた．最後者，９８年生まれが両収容所において，最も若い捕虜であった．さら
に，鳴門市史 １９８２，p．７６７を参照．
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  捕虜総数および，本籍地がザクセン王国にある捕虜の人数
（Ａ）捕虜総数
青島捕虜の総数について多くの説がある（１）．瀬戸 ２００１と瀬戸 ２００３は史料館本俘虜名簿を詳細に
調査して，青島総督府民政長官オットー・ギュンター（２）の俘虜番号から青島捕虜総数を４，７１５人と判
定した（３）．ギュンターは１９１８年５月になって初めて青島から板東収容所に移送された．史料館本俘虜
名簿にはギュンターの氏名が手書きで追記され，俘虜番号で最大の４７１５が彼に当てられている．俘虜
名簿は捕虜の氏名と番号を具体的に示しているので，瀬戸の見解は最も信頼されうる．
資料的に確実なこの見解に基づいて，私が問題としたいのは，日本収容青島捕虜の総数である．こ
れについても，瀬戸 ２００１と瀬戸 ２００３は具体的に俘虜番号を挙げている（４）．それによれば，俘虜番
号１０８と４６５９から４６６４までとの合計７人は青島と周辺で死亡し，４６２７は青島で逃亡し，４６６５から４６７３
までの９人は，捕虜となったドイツ領南洋植民地で宣誓解放され，４６８７は最後まで青島に収容されて
いた，と．これを合計した１８人は日本に移送されなかったことになる．したがって，青島捕虜総数４，７１５
人からこの１８人を差し引いた４，６９７人が，日本収容青島捕虜の総数となる．
人数だけなら，同じ数値が俘虜総員数表（１）から得られる．それによれば，「捕獲総数」は４，７９１人
（うち墺洪軍３０７人）であった．この中の７６人（うち墺洪軍２人）は英国引渡，９人は南洋解放，７
人は青島死亡，１人は青島逃亡，１人は青島残留であり，その合計は９４人となる．この９４人を「捕獲
総数」から除いた４，６９７人（うち墺洪軍３０５人）が，日本に移送された青島捕虜の総数である（５）．英国
引渡以外の特殊な捕虜は，区分も人数も瀬戸のそれと同一であり，瀬戸はこの１８人を俘虜番号でもっ
て示しているわけである．
以上から日本収容青島捕虜の総数は４，６９７人である，と私は考える．４，６９７人以外の人数が日本収容
捕虜総数として提示される場合には，根拠が具体的に示されるべきであろう．すなわち，総数がこの
人数より少ない，と主張される場合には，これこれの氏名と番号の捕虜は，俘虜名簿あるいは収容換
俘虜 １９１８などに記載された某収容所には，何年何月何日にいなかった，と実証される必要がある
（もちろん，ペーベルとシュトランツについて本稿第１節（Ａ）（ ）（）で言及されたように，捕虜の
国内移送は正確に追跡されるべきである）．上記の数値よりも大きい捕虜総数が記される場合には，
俘虜名簿に記録されていない，氏名と番号の捕虜が，某収容所に何年何月何日にいた，と証明されね
ばならない．
言うまでもなく，あの人数は日本収容青島捕虜の現員総数ではない．現員総数は一方では１５年９月
の国民軍兵士の収容などによって増加し，他方では日本国内での死亡，収容所からの逃亡，宣誓解
放，早期解放などによって減少した．したがって，現員総数はしばしば変動したはずである．現員総
数確定のための出発点は，「俘虜情報局月報」末尾の俘虜収容人員表にある月末収容者数であろう．
個々の収容所についても，正確な捕虜現員数の確定が期待される．このための出発点も「俘虜情報
局月報」末尾の収容所別人員表であろう．私の知るかぎりでは，板東収容所の収容者数が最も詳細に
調査・報告されている．鳴門教育大学 １９９０，第２章の表２は，板東収容所の開設から閉鎖に至る，
約２年１０ケ月の収容者数の推移を２８時点で示す．この表は１人の増加あるいは減少も看過せず，異動
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には月のみならず，日も付記されている（６）．板東収容所の現員数は常に１，０１９人であったかのよう
に，記述されることがある．しかし，この数字は，板東収容所の新聞，『バラッケ』，の論文に１９年１
月１日現在として挙げられた収容者数である（７）．したがって，あの人数は，時期の限定されない数字
では決してない．
（Ｂ）本籍地がザクセン王国にある捕虜の人数
私はかつて俘虜名簿１９１７からザクセン王国関係青島捕虜の検出を試み，その結果を松尾 ２００２
（ｂ），第１表「ザクセン王国に本籍地を持つ青島捕虜の一覧表（８）」として発表した．ザクセンの都市
を，あるいは，ザクセンと追記して，村を，本籍地として申告した青島捕虜２１９人が，そこに表示さ
れている．以下では，本籍地とされた集落をさらに検討して，同表を補正しよう．
第１．上記第１表中の２人の本籍地はライプツィヒ市近郊とされている．①第１表５９のカルル・
フックスの本籍地は Friedersdorfである．この名称の村はザクセン王国に５村あったけれども，いず
れもライプツィヒから遠く離れていた（９）．同市に近かったのは，プロイセン王国ザクセン州メルゼブ
ルク県所在の村である（１０）．②同表１１３のフェリックス・リントナーの本籍地は Kötschauとされてい
る．同名の村はザクセン王国に存在せず，類似名称の村はライプツィヒから離れていた（１１）．したがっ
て，問題の村はプロイセン王国ザクセン州メルゼブルク県所在の村であろう（１２）．
第２．第１表中の他の２人の本籍地はドレースデン近郊と記され，あるいは，地名にドレースデン
と付記されている．しかし，第１表８６のヴィリー・カーデンの Tödenschenと同表２１６のマックス・
ツィンメルマンの Crimmenhausenはドレースデン市の一部でも，ドレースデン近郊の村でも，ザク
セン王国所在の村でもなかった（１３）．とくに，捕虜ツィンメルマンはザクセン王国出身者でも，ドイツ
人でもなく，ポーランド人，ヤン・パポルチックであった（１４）．
第３．板東収容捕虜の故国住所録 １９１９の本国連絡先から，１人の本籍地はザクセン王国にあった
と判断される．松尾 ２００２（ｂ），第３表７のルードルフ・シューベルトである．俘虜名簿における彼
の本籍地は単に Oberplanitzであるが，彼の本国連絡先は故国住所録 １９１９に Oberplanitz b. Zwickau /
Sa.と記されている（１５）．この本国連絡先は本籍地と同名の集落であり，しかも，明確にザクセン王国
ツヴィッカウ市近郊の村である．
第４．松尾 ２００２（ｂ），第４表は，本籍地がザクセン王国にあった可能性のある青島捕虜２８人を列
挙した．このうち，本籍地とされた集落が明白にザクセン王国にのみあるのは，２人である．①第４
表１のパウル・アメーターの Schoenbrunn / V.について，Schönbrunnはザクセン王国の４郡にあるけ
れども，フォークトラント地方（V．）に所在するのは１村だけである（１６）．②同表１０のクルト・ゲオル
ゲの Cainsdorfはザクセン王国以外には存在しない（１７）．
第５．ザクセンの村役場などに問い合わせた結果として，第４表の３人に関してザクセン王国生ま
れが確認された．①第４表５のパウル・ベームの本籍地は Freiburgとされている．フライベルク市立
文書館からの回答によれば，カルル・パウル・ベームは１８８７年にフライベルク市で生まれ，１９０７年に
徴兵され，６８年にドレースデンで没した（１８）．したがって，俘虜名簿の本籍地 Freiburgは Freibergの誤
植である．②同表８のパウル・フィッシャー（番号３３１７）の本籍地は Grünauとされている．同名の
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村の一つは，ツヴィッカウ市立文書館によれば，現在ランゲンヴァイスバッハ村の一部となってい
る．ランゲンヴァイスバッハ村役場は，フリードリヒ・パウル・フィッシャーが１８８４年にザクセン王
国ヴィルデンフェルス市で生まれ，１９６７年にグリューナウ村で没した，と教えてくれた（１９）．彼の家族
は第一次大戦当時すでにグリューナウ村に移転していたので，彼は家族居住地を本籍地と申告したの
であろう．なお，上記論文第１表５４のパウル・フィッシャー（番号４１４７）は同姓同名の別人である．
③第４表１６のマックス・ミートタンクはマイセン郡文書館によれば，１８９２年にロッセン村（俘虜名簿
の本籍地）で生まれ，１９８０年にロマッチュ市で没した（２０）．
以上の結果（マイナス２，マイナス２，プラス１，プラス２，プラス３）として，ザクセン王国の
集落を本籍地とする青島捕虜は，２２１人となる．第４表になお残る２３人によって，ザクセン王国を本
籍地とする捕虜が最大で２４４人にまで増加する可能性が，ないではない．もちろん，この２２１人ないし
２４４人すべてがザクセン王国出身者とは即断されえない．
本籍地を出生地とする青島捕虜の割合は，本稿第２節で６５％と算出された．それから推論すると，
上の人数，２２１人中の６５％，すなわち，約１４４人の出生地は，本籍地とされる，ザクセン王国の集落で
ある可能性が高い．残りの約７７人の相当部分も，軍隊に召集された当時，本籍地とされる，ザクセン
王国のその集落に居住していたであろう．あるいは，捕虜期間中に彼らの家族がそこに居住していた
であろう．
（Ｃ）本籍地がザクセン王国にある板東収容捕虜の人数
ザクセン王国の都市を，あるいは，ザクセンと追記して，村を，本籍地として申告した板東収容捕
虜は，松尾 ２００２（ｂ），第２表「ザクセン王国に本籍地を持つ板東収容捕虜とその本国連絡先（２１）」に
よれば，６２人であった．同表の補正を試みる．
第１．同表が依拠した俘虜名簿１９１７は，研究所本であった．しかし，同名簿刊行後の１８年８月に
９０人が久留米から板東に移送された．同月以後のザクセン関係板東収容捕虜としては，収容換俘虜
１９１８と史料館本俘虜名簿に基づいて，松尾 ２００２（ｂ），第１表の以下の４人が第２表に追加されるべ
きである．すなわち，士官のヴィルヘルム・コッペ（第１表５），下士官・兵士のパウル・クレプ
シュ（同表９２），カルル・キューネ（同表１０３），ベルンハルト・ジーバー（同表１７３）である．
第２．本籍地の申告に際してザクセンを付記しなかったために，上記第１表，第２表に含まれな
かった捕虜のうち，故国住所録 １９１９にザクセンの村を記し，その村が俘虜名簿の本籍地と同じであ
る人が，１人いた．松尾 ２００２（ｂ），第３表７のルードルフ・シューベルトである．彼についてはす
でに本節（Ｂ）第３で言及した．
第３．本籍地の申告に際してザクセンを付記しなかったために，上記第１表，第２表に含まれな
かった板東収容捕虜のうち，ザクセンのみにある村を本籍地とした人が，１人いた．松尾 ２００２
（ｂ），第４表１かつ第５表１のパウル・アメーターである．彼についても本節（Ｂ）第４①で言及し
た．
以上の結果として，本籍地がザクセン王国にある板東収容捕虜は，１８年８月以前には６４人（プラス
１，プラス１）となり，同月以後には６８人（プラス４，プラス１，プラス１）となる．最大では，そ
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れはさらに１人（上記第５表２のアウグスト・シュミーデル）増加する可能性もある（２２）．それに加え
て，松尾 ２００２（ｂ），第３表５のマルティン・マイザーも注目される．彼の場合，俘虜名簿の本籍地
は中国・青島であるが，故国住所録 １９１９の連絡先は Leipzig−Marienbrunnである（２３）．後者はライプ
ツィヒ市域の一部である（２４）．マイザーの家族はライプツィヒに居住していた可能性が高い．もちろ
ん，この６８人（ないし６９人ないし７０人）すべてを，ザクセン王国出身者と即断することはできない．
上の６８人中の６５％，すなわち，約４４人の出生地はおそらく，本籍地とされる，ザクセン王国の集落
であろう．残りの約２４人の相当部分も，軍隊に召集された当時，本籍地とされる，ザクセン王国のそ
の集落に居住していたであろう．あるいは，捕虜期間中に彼らの家族がそこに居住していたであろ
う．
ところで，『バラッケ』の１論説は，出身邦（プロイセン王国に関してはさらに州）で分類した，１９
年１月１日現在の捕虜人数一覧表を掲げている．それによれば，ザクセン王国「出身者」は７１人で
あった（２５）．この７１人は，ザクセン王国に本籍地を持つ，と本節が明らかにした６８人（ないし６９人ない
し７０人）よりやや多く，私が推計したザクセン王国生まれの約４４人よりも，遥かに多い．この不一致
はなぜに生じたのであろうか．
（注１）松尾 ２００２（ａ），pp．７－８を参照．捕虜はドイツ国籍の軍人ばかりではなかった．①ドイツ国籍を持たない軍人
も，含まれていた．後者は主としてオーストリア軍人（本節（Ａ）の俘虜総員数表（１）で３０５人）であり，その多くは
オーストリア軍艦，皇后エリーザベト号の乗組員であった．その他の軍人として，特殊な事情によって連合国側の国
籍を開戦時にすでに持っていた人も，収容されていた．さらに，講和条約によって連合国側となった国・地域の出身
者もいた．②軍人以外に，すでに本稿第１節（Ａ）（ ）で言及したように，合計で約２００人の官吏もいた．
（注２）ギュンターを貴族フォン・ギュンターと呼ぶ文献がある．しかし，ヴュルテンベルク州立シュトゥットガルト図
書館によれば，彼の姓名はドイツ貴族系譜書，ゴータに記されていない．したがって，彼は貴族ではない．本稿第２
節（Ｂ）④（７）を参照．
（注３）瀬戸 ２００１，pp．５８－５９，８１；瀬戸 ２００３，pp．３０，３２．
（注４）瀬戸 ２００１，p．５９；瀬戸 ２００３，pp．３０，３２－３３（内訳は，青島から日本に移送された人４，６８８人，南洋諸島から
日本に移送された人５人，日本国内などで捕虜となった人４人）．
（注５）俘虜総員数表（１）；冨田 １９９１，p．２６７．
（注６）鳴門教育大学 １９９０，p．８２．
（注７）冨田 １９９１，p．１００．なお，林 １９９３（p．２９）；板東収容所 ２０００（pp．２２－２３，２５）などのように，調査期日，
１９１９年１月１日を明示しない文献が，少なくない．
（注８）松尾 ２００２（ｂ），pp．３８－４２．
（注９）Vgl. HOS １９５７，S．１６＊．
（注１０）Ritter １９０５，S．７４８；ザクセン州立ライプツィヒ文書館回答．
（注１１）Vgl. HOS １９５７，S．２８＊．
（注１２）Ritter １９０５，S．１１９３；テューリンゲン州立中央文書館回答．
（注１３）Vgl. HOS １９５７，S．２９＊，５５＊；Stimmel １９９４，S．４２６，５０７；ドレースデン市立文書館回答．
（注１４）彼はユーラシア大陸の諸処を放浪した後，青島の海兵大隊に入隊した．林 １９９３，p．１３４；瀬戸 ２００１，p．１３８；
瀬戸 ２００３，p．１３６．
（注１５）Heimatsadressen １９１９，S．４１．
（注１６）Ritter １９０６，S．８１２；HOS １９５７，S．５０＊．
（注１７）Ritter １９０５，S．３８４，１０９４．ただし，Cainsdorfではなく，Kainsdorfである．
（注１８）本稿第２節（Ｄ）①（４）．
（注１９）本稿第２節（Ｄ）②（３）．
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（注２０）本稿第２節（Ｄ）①（２５）． 青島捕虜の中の，本籍地がザクセン王国にある人，および，ザクセン出身者・関係
者，１０人に関して，以下を追記する．（ ）松尾 ２００２（ｂ），第１表８１のクルト・ヒラーについて，本稿第２節（Ｄ）①
（１３）を参照．（ ）第１表１８７のヨハネス・ティーレについて，本稿第２節（Ｄ）①（３０）を参照．（）第１表２かつ第２
表２のアルトゥル・ゲプフェルトについて，本稿第２節（Ｃ）①（２）；松尾 ２００４（ｂ），第２節（２）を参照．（）第１
表４４かつ第２表１２のパウル・エンゲルはドレースデンを本籍地としている．しかし，彼とザクセンとの関連を私は
まったく立証できなかった．松尾 ２００４（ｂ），第３節（Ⅱ）を参照．（）第１表８かつ第２表３のヴァルター・シュテ
ヒャー（１９０７－０９年に日本派遣士官）について，本稿第２節（Ｃ）①（６）を参照．なお，彼の妻クレールは１９１９年に上
海で子供（１男１女）と暮らしており，夫と同じ船での帰国を希望していた．小幡公使 １９１９；解放後俘虜 １９１９；
瀬戸 ２００３，p．１２２．（）第１表３７かつ第２表１０のフランツ・クラウスニッツァーについて，本稿第２節（Ｄ）①（５）
を参照．（）第１表１１１のオットー・レーマンについて，本稿第２節（Ｄ）①（１９）を参照．（）第１表１９７かつ第２表の
５５のクルト・フェッターについて，本稿第２節（Ｄ）③（２）を参照．（）ヨハネス・ユーバーシャールは，本籍地が
ヴェストファーレン・ボーフムとされているので，松尾 ２００２（ｂ），第１表に掲げられなかった．しかし，彼の生地
はマイセン市である（１８８５－１９６５）．本稿第２節（Ａ）②（３）を参照．（	）ジークフリート・ベルリーナーはハノー
ファー（本籍地）で生まれた．彼は第一次大戦の前と後にそれぞれ数年間，東大で教え，１９２７年にライプツィヒ商業
大学教授となった（１８８４－１９６１）．本稿第２節（Ａ）①（２）を参照．
（注２１）松尾 ２００２（ｂ），pp．４７－４８．
（注２２）松尾 ２００２（ｂ），第５表２の A.シュミーデルは第４表２１の人物でもある．その本籍地は単にシェーンフェルト
とされている．この名称の村はドイツで珍しくなく，ザクセン王国にも７郡にあった．
（注２３）Heimatsadressen １９１９，S．３０．そこの記事によれば，彼の勤務先は独亜銀行青島支店であった．
（注２４）ザクセン州立ライプツィヒ文書館回答；松尾 ２００２（ｂ），p．５０．Vgl. HOS １９５７，S．３４＊．なお，マイザーに
ついて，瀬戸 ２００３，p．９６を参照．
（注２５）冨田 １９９１，pp．９８，１００．さらに，林 １９９３，p．２９；板東収容所 ２０００，p．２５を参照．
３９第一次大戦期の青島ドイツ兵捕虜に関するいくつかの問題
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Zu einigen Problemen über die deutschen Tsingtau−Kämpfer
und Japan−Gefangenen 1914−1919/20
Nobushige Matsuo
(1) Problematik der “Namentlichen Verzeichnisse der deutschen und österreich−ungarischen Kriegsgefangenen
in Japan”, 1915 und 1917
(2) Beziehungen zwischen den Geburtsorten und den Heimatsorten von den 94 deutschen Kriegsgefangenen
(3) Geburtsjahre von den 72 deutschen kriegsgefangenen Gefreiten und Gemeinen
(4) Gesamtzahl der Kriegsgefangenen und Zahl der Gefangenen, deren Heimatsorte es im Königreich Sachsen
gab
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